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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
五
十
四
号
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
三
月

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）

「
少
國
民
新
聞
」（
東
京
）
に
お
け
る
読
者
投
稿
作
品
の
位
相
と
展
開
（
一
八
）

熊
木

哲

�キー
ワ
ー
ド

�戦
時
下
、
児
童
文
化
、
少
國
民
新
聞
、
俳
句
・
図
画
・
書
方
、
昭
和
十
八
年

本
稿
で
は
、
「
少
國
民
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
昭
和
十
八
年
の
「
俳
句
」
と

「
図
画
」
「
書
方
」
を
検
討
す
る
。
検
討
に
際
し
て
は
、
「
俳
句
」
は
四
半
期
毎
に

検
討
し
、「
図
画
」「
書
方
」
は
四
半
期
を
一
括
し
て
検
討
す
る
。

引
用
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。

作
者
に
つ
い
て
は
、
国
民
学
校
名
・
在
学
年
・
性
別
を
記
す
に
と
ど
め
、
適
宜
、

府
県
名
を
補
っ
た
。
在
学
年
次
の
う
ち
「
高
一
」
「
高
二
」
は
高
等
科
一
年
、
二

年
を
示
す
。

な
お
、
昭
和
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
、
東
京
日
日
新
聞
社
は
毎
日
新
聞
社
に
社

名
変
更
と
な
り
、
「
少
國
民
新
聞
」
（
東
日
版
）
も
「
少
國
民
新
聞
」
（
東
京
）
と

な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
年
、
七
月
一
日
か
ら
、
東
京
府
と
東
京
市
を
統
合
し
て
、
東
京
都

と
な
っ
た
が
、
こ
の
年
の
作
品
掲
載
の
概
括
に
際
し
て
は
東
京
都
と
し
、
作
品
検

討
に
際
し
て
は
、
六
月
三
十
日
ま
で
は
「
東
京
府
」「
東
京
市
」、
七
月
一
日
以
後

は
「
東
京
都
」
と
、
掲
載
時
の
表
記
に
依
っ
た
。

一
昭
和
十
八
年
の
「
俳
句
」
作
品
の
展
開

昭
和
十
八
年
の
検
討
対
象
は
、
一
月
一
日
（
金
・
第
一
九
五
二
号
）
か
ら
十
二

月
三
十
日
（
木
・
第
二
二
六
二
号
）
ま
で
の
三
〇
七
日
分
。

昭
和
十
八
年
の
「
俳
句
」
掲
載
作
品
に
は
、
前
年
度
ま
で
と
同
様
、
「
俳
句
」

欄
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
（
以
下
「
投
稿
・
俳
句
」
）
と
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す

る
課
題
の
も
と
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
（
以
下
「
特
集
・
俳
句
」）
が
あ
る
。

十
八
年
の
「
俳
句
」
は
、「
投
稿
・
俳
句
」
が
四
七
三
、「
特
集
・
俳
句
」
が
一

四
で
、
合
計
は
四
八
七
作
品
。

「
特
集
・
俳
句
」
は
、
第
四
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
、
第
一
、
二
、
三
四
半
期
に

は
見
ら
れ
な
い
。

「
投
稿
・
俳
句
」
四
七
三
作
品
の
内
訳
は
、
次
の
通
り
。

第
一
四
半
期
・
一
一
二
作
品
。

第
二
四
半
期
・
一
八
四
作
品
。

第
三
四
半
期
・
九
六
作
品
。

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）
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第
四
四
半
期
・
八
一
作
品
。

「
投
稿
・
俳
句
」
四
七
三
作
品
の
う
ち
、「
戦
時
下
」
の
内
容
を
も
つ
作
品
は
九

八
作
品
（
約
二
〇
・
七
％
）。

内
訳
は
、
第
一
四
半
期
で
は
一
一
二
作
品
中
三
〇
（
約
二
六
・
八
％
）。

第
二
四
半
期
で
は
一
八
四
作
品
中
三
〇
（
約
一
六
・
三
％
）。

第
三
四
半
期
で
は
九
六
作
品
中
一
八
（
約
一
八
・
八
％
）。

第
四
四
半
期
で
は
八
一
作
品
中
二
〇
（
約
二
四
・
七
％
）。

因
み
に
、
昭
和
十
二
年
か
ら
十
八
年
に
お
け
る
「
投
稿
・
俳
句
」
で
「
戦
時
下
」

の
内
容
を
も
つ
作
品
の
掲
載
数
（
掲
載
率
）
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
十
二
年
は
、
二
八
六
作
品
中
一
〇
（
約
三
・
五
％
）。

昭
和
十
三
年
は
、
三
三
八
作
品
中
七
二
（
約
二
一
・
三
％
）。

昭
和
十
四
年
は
、
三
三
二
作
品
中
三
六
（
約
一
〇
・
八
％
）。

昭
和
十
五
年
は
、
五
五
六
作
品
中
六
四
（
約
一
一
・
五
％
）。

昭
和
十
六
年
は
、
四
一
八
作
品
中
四
七
（
約
一
一
・
二
％
）。

昭
和
十
七
年
は
、
四
七
〇
作
品
中
五
五
（
約
一
二
・
一
％
）。

昭
和
十
八
年
は
、
四
七
三
作
品
中
九
八
（
約
二
〇
・
七
％
）。

な
お
、
昭
和
十
二
年
か
ら
十
七
年
ま
で
に
は
、
「
特
集
・
俳
句
」
の
掲
載
は
見

ら
れ
な
い
。

十
七
・
八
年
の
国
会
図
書
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
は
、
大
半
は
一
版

が
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
日
付
で
一
版
と
二
版
の
、
両
版
の
フ
ィ
ル

ム
が
あ
る
場
合
も
あ
り
、
「
俳
句
」
の
掲
載
も
、
一
版
と
二
版
と
で
は
掲
載
さ
れ

た
「
俳
句
」
作
品
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ル
ム
化
に
際
し

て
の
ト
リ
ミ
ン
グ
か
ら
「
版
」
が
削
除
さ
れ
、
一
版
か
二
版
か
が
不
明
の
フ
ィ
ル

ム
や
一
版
で
は
な
く
、
二
版
の
み
の
フ
イ
ル
ム
が
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
十
七
年
と
十
八
年
の
検
討
に
際
し
て
は
、
以
下
の
検
討
と
す
る
。

・
同
じ
日
付
で
、
一
版
と
二
版
の
両
フ
ィ
ル
ム
が
あ
り
、
二
版
に
一
版
と
同
じ

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
は
、
一
版
の
作
品
。

・
一
版
と
二
版
の
フ
ィ
ル
ム
が
あ
り
、
二
版
で
異
な
る
作
品
は
検
討
対
象
と
し

た
。

十
八
年
の
「
投
稿
・
俳
句
」
は
、
掲
載
数
が
最
も
多
か
っ
た
十
五
年
よ
り
八
〇

作
品
少
な
い
が
、
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
率
は
九
・
七
％
増
加

し
、
昭
和
十
四
年
以
降
、
掲
載
率
で
最
も
高
く
な
っ
た

十
八
年
一
年
間
に
、
複
数
の
「
俳
句
」
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
、
最
多
の

八
作
品
が
四
名
（
宮
城
県
仙
台
市
五
ツ
橋
校
高
二
女
子
、
北
海
道
松
鶴
校
高
一
男

子
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
豊
島
校
の
高
二
女
子
と
高
一
男
子
）。

六
作
品
が
一
名
（
福
島
県
好
間
第
一
校
高
二
男
子
）。

五
作
品
が
二
名
（
埼
玉
県
藤
沢
校
高
一
・
二
男
子
、
宮
城
県
仙
台
市
東
二
番
丁

校
六
年
男
子
）
。
な
お
、
藤
沢
校
学
年
の
高
一
は
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
、
二
は

四
月
以
後
の
掲
載
。
以
下
、
同
様
。

以
下
、
四
作
品
が
二
名
、
三
作
品
が
一
〇
名
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
同
じ
在
籍
校
で
、
一
年
間
に
最
多
の
一
八
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、

神
奈
川
県
横
須
賀
市
豊
島
校
（
五
名
）
。
五
名
で
一
八
作
品
な
の
で
、
複
数
掲
載

の
児
童
が
い
る
と
い
う
こ
と
。
以
下
、
同
様
。

一
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
が
埼
玉
県
藤
沢
校
（
五
名
）。

一
〇
作
品
が
二
校
（
東
京
都
今
川
校
、
同
幡
代
校
）。

九
作
品
が
二
校
（
福
島
県
永
田
校
、
北
海
道
松
鶴
校
）。

八
作
品
が
二
校
（
福
島
県
好
間
第
一
校
、
宮
城
県
仙
台
市
五
ツ
橋
校
）。

六
作
品
が
三
校
（
青
森
県
田
子
校
、
東
京
市
神
田
区
今
川
校
、
東
京
都
武
蔵
野

第
三
校
。
今
川
校
は
六
月
ま
で
の
掲
載
）。

そ
の
他
、
五
作
品
が
五
校
、
四
作
品
が
七
校
、
三
作
品
が
一
九
校
。

以
下
、
四
半
期
毎
に
検
討
す
る
が
、
都
合
上
、
「
戦
時
下
」
の
内
容
を
も
つ
作

品
に
第
一
四
半
期
か
ら
整
理
番
号
を
付
す
。

二
昭
和
十
八
年
第
一
四
半
期
の
「
俳
句
」

第
一
四
半
期
（
一
月
～
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
投
稿
・
俳
句
」
は
一
一
二
作

品
。
こ
の
内
、
「
戦
時
下
」
の
内
容
を
も
つ
作
品
は
、
次
の
三
〇
作
品
で
あ
り
、

掲
載
率
は
約
二
六
・
八
％
と
な
る
。
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１
ほ
ろ
ほ
ろ
と
今
日
も
雪
降
り
俵
あ
む

（
北
海
道
月
寒
校
高
二
男
子
、
一
月
八
日
・
金
、
第
一
九
五
七
号
）

２
雪
の
昼
を
兵
隊
さ
ん
の
お
便
り
に

（
山
形
県
千
歳
校
高
二
男
子
、
同
前
）

３
征
く
兵
の
不
動
の
挙
手
や
春
の
雪

（
北
海
道
松
鶴
校
高
一
男
子
、
同
前
）

４
初
ひ
か
う
み
ん
な
見
て
ゐ
る
大
空
を

（
東
京
市
神
田
区
今
川
校
三
年
女
子
、
一
月
十
日
・
日
、
第
一
九
五
九
号
）

５
冬
の
朝
高
く
浮
い
て
る
け
い
き
き
う

（
東
京
市
神
田
区
今
川
校
三
年
女
子
、
一
月
十
七
日
・
日
、
第
一
九
六
五
号
）

６
そ
の
時
間
用
も
た
さ
ず
に
き
く
ニ
ュ
ー
ス

（
長
野
県
山
王
校
六
年
女
子
、
一
月
二
十
日
・
水
、
第
一
九
六
七
号
）

７
長
き
夜
に
戦
地
を
思
ふ
慰
問
文

（
千
葉
県
東
大
戸
校
高
二
男
子
、
同
前
）

８
仰
ぎ
見
た
一
月
八
日
の
星
の
空

（
秋
田
県
小
坂
第
二
校
六
年
男
子
、
一
月
二
十
二
日
・
金
・
第
一
九
六
九
号
）

９
冬
や
す
み
縄
な
ふ
学
徒
い
そ
が
し
き

（
青
森
県
田
代
校
高
二
男
子
、
同
前
）

10

ひ
び
の
手
で
慰
問
文
書
く
冬
夜
か
な

（
山
形
県
西
郷
校
四
年
女
子
、
一
月
二
十
七
日
・
水
、
第
一
九
七
三
号
）

11

征
く
人
も
見
送
る
人
も
雪
の
中

（
秋
田
県
田
沢
校
高
二
男
子
、
二
月
三
日
・
水
、
第
一
九
七
九
号
）

12

北
海
の
守
り
つ
ら
か
ろ
今
朝
の
霜

（
東
京
市
板
橋
区
板
橋
第
五
校
四
年
男
子
、
同
前
）

13

軽
気
球
冬
空
の
守
り
た
の
も
し
き

（
東
京
市
豊
島
区
高
田
第
三
校
五
年
男
子
、
同
前
）

14

書
初
め
や
ひ
と
間
に
匂
ふ
忠
と
孝

（
長
野
県
川
岸
校
高
一
男
子
、
二
月
七
日
・
日
、
第
一
九
八
三
号
）

15

紀
元
節
旗
見
あ
ぐ
れ
ば
雲
な
か
り

（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
師
附
校
四
年
男
子
、
二
月
十
一
日
・
木
、
第
一
九
八
六
号
）

16

霜
を
ふ
み
戦
果
に
こ
た
へ
宮
掃
除

（
千
葉
県
更
科
校
高
一
男
子
、
同
前
）

17

冬
ば
れ
の
ふ
も
と
の
町
や
出
征
旗

（
岩
手
県
中
内
校
高
一
男
子
、
同
前
）

18

紀
元
節
雪
に
御
旗
の
影
清
し

（
北
海
道
松
鶴
校
高
一
男
子
、
同
前
）

19

紀
元
節
朝
日
に
お
が
む
子
と
親
と

（
新
潟
県
丸
潟
校
六
年
男
子
、
同
前
）

20

紀
元
節
今
日
の
よ
き
日
に
ひ
ら
く
梅

（
北
海
道
函
館
市
弥
生
校
四
年
女
子
、
同
前
）

21

う
ぢ
神
に
祈
る
頭
に
小
雪
ふ
る

（
北
海
道
三
石
校
五
年
女
子
、
二
月
十
三
日
・
土
、
第
一
九
八
八
号
）

22

編
隊
機
か
が
や
き
ゆ
く
や
焚
火
も
ゆ

（
群
馬
県
赤
羽
校
六
年
男
子
、
同
前
）

23

照
空
灯
冬
空
こ
が
し
猛
訓
練

（
神
奈
川
県
上
溝
校
五
年
男
子
、
二
月
十
四
日
・
日
、
第
一
九
八
九
号
）

24

春
近
く
つ
ゆ
け
き
麦
を
ふ
み
に
け
り

（
埼
玉
県
吾
野
第
一
校
六
年
男
子
、
三
月
五
日
・
金
、
第
二
〇
〇
五
号
）

25

子
供
等
は
氷
柱
に
ぎ
り
銃
だ
ぞ
と

（
青
森
県
碇
ヶ
関
校
六
年
女
子
、
三
月
七
日
・
日
、
第
二
〇
〇
七
号
）

26

ひ
び
の
手
を
は
あ
は
あ
吹
い
て
夜
警
か
な

（
福
島
県
好
間
第
一
校
高
二
男
子
、
三
月
十
二
日
・
金
、
第
二
〇
一
一
号
）

27
増
産
に
傷
病
の
兵
も
麦
を
ふ
む

（
埼
玉
県
大
里
校
高
一
男
子
、
三
月
二
十
六
日
・
金
、
第
二
〇
二
三
号
）

28

麦
踏
に
ポ
ク
リ
と
あ
た
る
も
ぐ
ら
穴

（
千
葉
県
木
間
ヶ
瀬
校
高
一
男
子
、
三
月
二
十
八
日
・
日
、
第
二
〇
二
五
号
）

29

早
春
の
丘
な
だ
ら
か
に
試
歩
の
兵

（
宮
城
県
鳴
子
校
六
年
男
子
、
三
月
二
十
八
日
・
日
、
第
二
〇
二
五
号
）

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）

―85―（85）



30

日
曜
日
宮
居
清
め
に
友
と
行
く

（
岩
手
県
花
泉
校
五
年
男
子
、
三
月
三
十
一
日
・
水
、
第
二
〇
二
七
号
）

以
下
、
作
品
の
「
戦
時
下
」
を
検
討
す
る
。

１
ほ
ろ
ほ
ろ
と
今
日
も
雪
降
り
俵
あ
む

９
冬
や
す
み
縄
な
ふ
学
徒
い
そ
が
し
き

24

春
近
く
つ
ゆ
け
き
麦
を
ふ
み
に
け
り

26

ひ
び
の
手
を
は
あ
は
あ
吹
い
て
夜
警
か
な

28

麦
踏
み
に
ポ
ク
リ
と
あ
た
る
も
ぐ
ら
穴

こ
の
五
作
品
は
、
作
者
の
児
童
が
行
為
行
動
等
の
主
体
で
あ
る
作
品
。

児
童
が
家
業
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
は
「
戦
時
下
」
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
六
年
生
、
高
等
科
一
・
二
年
生
が
、
雪
の
降
り
積

む
中
で
俵
を
編
ん
だ
り
、
冬
休
み
に
縄
を
な
い
、
麦
踏
み
を
し
た
り
、
地
域
の
夜

警
に
出
る
こ
と
は
、
「
大
人
」
が
出
征
し
た
こ
と
で
、
児
童
が
働
き
手
と
な
り
、

地
域
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

２
雪
の
昼
を
兵
隊
さ
ん
の
お
便
り
に

７
長
き
夜
に
戦
地
を
思
ふ
慰
問
文

10

ひ
び
の
手
で
慰
問
文
書
く
冬
夜
か
な

14

書
初
め
や
ひ
と
間
に
匂
ふ
忠
と
孝

「
兵
隊
さ
ん
」
や
「
戦
地
」
に
慰
問
文
を
書
く
の
は
、
児
童
の
役
割
。

「
書
初
め
」
で
、「
忠
と
孝
」
と
書
い
た
と
あ
る
が
、
忠
義
と
孝
行
と
い
う
こ
と
。

「
忠
義
孝
行
眞
心
」
は
、
国
民
学
校
芸
能
科
習
字
の
第
四
学
年
二
月
の
課
題
字
句
。

こ
の
字
句
は
「
国
民
道
徳
の
中
枢
を
な
す
徳
目
を
列
挙
し
た
日
本
精
神
を
表
せ
る

教
材
」
（
水
島
修
三
『
国
民
学
校
芸
能
科

習
字
精
義
』
教
育
科
学
社
、
昭
和
十

六
年
八
月
）
と
の
こ
と
。
こ
の
句
の
作
者
は
高
等
科
一
年
で
あ
る
が
、
書
初
め
の

課
題
が
「
忠
孝
」
と
い
う
こ
と
。

15

紀
元
節
旗
見
あ
ぐ
れ
ば
雲
な
か
り

18

紀
元
節
雪
に
御
旗
の
影
清
し

19

紀
元
節
朝
日
に
お
が
む
子
と
親
と

20

紀
元
節
今
日
の
よ
き
日
に
ひ
ら
く
梅

「
紀
元
節
」
は
、
神
武
天
皇
の
即
位
を
記
念
す
る
祝
日
で
、
二
月
十
一
日
に
設

定
さ
れ
、
当
日
は
全
国
で
記
念
行
事
が
挙
行
さ
れ
、
児
童
は
学
校
で
の
祝
賀
行
事

に
召
集
さ
れ
て
い
た
。

３
征
く
兵
の
不
動
の
挙
手
や
春
の
雪

11

征
く
人
も
見
送
る
人
も
雪
の
中

17

冬
ば
れ
の
ふ
も
と
の
町
や
出
征
旗

27

増
産
に
傷
病
の
兵
も
麦
を
ふ
む

29

早
春
の
丘
な
だ
ら
か
に
試
歩
の
兵

以
上
の
五
作
品
は
、
軍
隊
に
纏
わ
る
も
の
。
前
三
作
品
は
、
出
征
兵
の
見
送
り
、

後
の
二
作
品
は
身
近
に
傷
病
兵
を
目
に
し
て
の
作
品
。

「
征
く
兵
の
」
は
、
北
海
道
の
児
童
の
作
品
だ
が
、
掲
載
日
が
一
月
八
日
で
あ

り
、
作
成
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
春
の
雪
」
は
春
の
季
語
。
正
月
早
々
の
出
征

見
送
り
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
。

「
征
く
人
も
」
の
児
童
は
、
秋
田
県
田
沢
校
。
田
沢
湖
は
降
雪
地
帯
。
雪
の
日

の
出
征
見
送
り
で
、
児
童
も
「
雪
の
中
」
で
見
送
っ
た
と
い
う
こ
と
。

「
冬
ば
れ
の
」
の
作
者
の

在
籍
校
は
、
岩
手
県
中

内
校
と
あ
り
、
岩
手
県
和
賀

郡
中

内
村
の
国
民
学
校
と

推
測
さ
れ
る
。
「
ふ
も
と
の
町
」
か
ら
は
、
地
域
に

山

脈
の
麓
の
町
が
想
定
さ
れ
る
が
、
秋
田
で
も
岩
手
で
も
雪
の
季
節
に
児
童
が
出
征

の
見
送
り
に
い
る
と
い
う
こ
と
。

「
増
産
に
」
は
、
傷
病
兵
が
麦
踏
み
を
し
て
い
る
こ
と
が

内
容
。
作
者
の
児
童

は
、
麦
踏
み
を
し
て
い
る
の
が
傷
病
兵
と
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
傷
病
兵
は

児
童
の
知
り
合
い
で
あ
り
、
麦
踏
み
を
す
る
ほ
ど
回
復
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
か
。

「
早
春
の
」
は
、

入
院
し
て
い
た
傷
病
兵
が
歩
け
る
ま
で
に

快
復
し
、
リ

ハ
ビ

リ
の
た
め
に
歩
い
て
い
る
よ
う
す
を
見
て
の
作
句
。
作
者
の
在
籍
校
は
宮
城
県
鳴
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子
校
。
こ
こ
に
は
、
昭
和
十
三
年
に
陸
軍
病
院
臨
時
鳴
子
分
院
が
設
置
さ
れ
て
い

た
と
の
こ
と
。

４
初
ひ
か
う
み
ん
な
見
て
ゐ
る
大
空
を

22

編
隊
機
か
が
や
き
ゆ
く
や
焚
火
も
ゆ

こ
の
二
作
品
は
、
戦
闘
機
を
目
に
し
て
の
も
の
。

「
初
ひ
か
う
」
は
、
卒
業
生
の
初
飛
行
の
日
時
が
「
み
ん
な
」
に
知
ら
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
か
。
校
庭
で
飛
ん
で
き
た
飛
行
機
を
皆
で
見
上
げ
、
歓
声
を
挙

げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

「
編
隊
機
」
で
は
、
焚
火
に
手
を
か
ざ
し
て
い
る
児
童
が
、
爆
音
を
聞
い
て
見

上
げ
た
上
空
に
翼
を
光
ら
せ
て
編
隊
が
飛
ん
で
行
く
と
い
う
も
の
。

５
冬
の
朝
高
く
浮
い
て
る
け
い
き
き
う

８
仰
ぎ
見
た
一
月
八
日
の
星
の
空

13

軽
気
球
冬
空
の
守
り
た
の
も
し
き

23

照
空
灯
冬
空
こ
が
し
猛
訓
練

25

子
供
等
は
氷
柱
を
に
ぎ
り
銃
だ
ぞ
と

第
五
と
第
一
三
句
の
「
軽
気
球
」
の
役
割
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

一
般
的
に
は
、
気
象
観
測
の
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
「
冬
空
の
守
り
」
と
は
ど
の
よ

う
な
「
守
り
」
か
。
第
五
と
第
一
三
句
を
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
作
品
と
し

た
の
は
、「
冬
空
の
守
り
」
に
着
目
し
て
の
こ
と
。

第
八
句
の
「
一
月
八
日
」
は
、
「
大
詔
奉
戴
日
」
の
こ
と
。
昭
和
十
六
年
十
二

月
八
日
の
大
東
亜
戦
争
開
戦
日
に
「
宣
戦
の
詔
勅
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
因
ん

で
、
毎
月
八
日
を
「
大
詔
奉
戴
日
」
と
し
、
当
日
は
、
国
旗
掲
揚
、
君
が
代
吹
奏
、

宮
城
遥
拝
、
詔
勅
奉
読
な
ど
の
記
念
式
典
が
実
施
さ
れ
、
国
民
学
校
で
は
、
全
校

生
徒
に
よ
る
御
真
影
の
奉
拝
や
地
域
の
神
社
や
地
域
か
ら
出
征
し
戦
死
し
た
兵
士

の
墓
の
清
掃
が
行
わ
れ
た
。
作
品
「
仰
ぎ
見
た
一
月
八
日
の
星
の
空
」
は
、
「
大

詔
奉
戴
日
」
の
夜
に
見
た
星
空
に
作
意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
照
空
灯
」
は
、
夜
間
に
飛
来
す
る
軍
用
機
を
捜
索
す
る
た
め
で
、
そ
の
訓
練

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。
な
お
、
「
照
空
灯
」
は
、
陸

軍
で
の
呼
び
方
で
、
海
軍
で
は
「
探
照
灯
」
の
用
語
が
使
わ
れ
て
い
た
。

第
二
五
句
「
子
供
等
は
」
も
作
者
が
眺
め
た
光
景
。
年
少
の
子
供
た
ち
の
遊
び

に
も
、
つ
ら
ら
を
銃
に
見
立
て
た
「
戦
時
下
」
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

６
そ
の
時
間
用
も
た
さ
ず
に
き
く
ニ
ュ
ー
ス

12

北
海
の
守
り
つ
ら
か
ろ
今
朝
の
霧

第
六
句
は
、
ラ
ジ
オ
か
ら
定
時
に
戦
況
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
番
組
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
。
「
少
國
民
新
聞
」
に
は
、
読
者
か
ら
の
投
書
を
載
せ
、
そ
れ
に
編
集

部
が
答
え
る
「
少
国
民
ポ
ス
ト
」
欄
が
あ
る
。
昭
和
十
七
年
一
月
七
日
（
水
・
第

一
六
四
七
号
）
第
三
面
の
「
少
国
民
ポ
ス
ト
」
で
は
「
毎
日
の
戦
況
ニ
ュ
ー
ス
は
、

全
く
胸
が
躍
り
ま
す
ね
」
と
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
、「

係
」
か
ら
、「
編
集
部
の
先

生
方
は
、
一

報
毎
に

万
歳
を

叫
ん
で
、
一
生

懸
命
に
編
集
し
て
ゐ

ま
す
よ
。
」
と

回
答
し
て
い
た
。

第
一
二
句
「
北
海
の
」
は
、
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
の
発

想
か
。15

霜
を
ふ
み
戦
果
に
こ
た
へ
宮
掃
除

21

う
ぢ
神
に
祈
る
頭
に
小
雪
ふ
る

30

日
曜
日
宮
居
清
め
に
友
と
行
く

「
お
宮
」
は
、
児
童
が
兵
隊
さ
ん
の
武
運
長
久
を
祈
る
神
聖
な
場
で
あ
り
、
そ

れ
故
に
清
掃
も
児
童
の
役
割
。

「
霜
を
ふ
み
」
は
、
霜
が
溶
け
な
い
時
間
に
神
社
の
清
掃
を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
。

「
う
ぢ
神
に
」
の
作
者
は
北
海
道
。
氏
神
様
へ
の
武
運
長
久
の
お
願
い
は
、
小

雪
が
降
る
中
で
も
か
か
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

「
日
曜
日
」
は
、
友
と
神
社
清
掃
に
行
く
と
い
う
内
容
だ
が
、
日
曜
日
は
神
社

の
清
掃
が
決
り
事
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
友
も
同
じ
こ
と
だ
。

第
一
四
半
期
に
お
け
る
「
俳
句
」
の
「
戦
時
下
」
か
ら
は
、
中
々
に
忙
し
い
児

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）
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童
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

霜
の
解
け
な
い
寒
中
の
早
朝
や
日
曜
日
に
神
社
を
清
掃
し
、
雪
の
中
で
も
出
征

を
見
送
り
、
祝
日
の
「
紀
元
節
」
は
休
日
で
は
な
く
式
典
へ
の
出
席
が
課
せ
ら
れ
、

冬
の
長
い
夜
は
兵
隊
さ
ん
へ
の
慰
問
文
を
書
き
、
夜
警
に
も
歩
い
た
。
晴
れ
た
日

に
は
、
麦
踏
み
を
し
、
冬
休
み
に
は
縄
を
な
っ
た
。
よ
く
働
く
児
童
た
ち
だ
。

一
方
、
第
一
四
半
期
の
「
俳
句
」
は
、
一
一
二
作
品
で
あ
り
、
「
戦
時
」
の
内

容
を
も
つ
作
品
が
三
〇
作
品
あ
る
も
の
の
、
残
り
の
八
二
作
品
は
、
児
童
の
身
の

回
り
の
日
常
を
内
容
と
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。

・
春
日
さ
す
鶏
舎
に
光
る
初
卵

（
埼
玉
県
丹
荘
校
五
年
男
子
）

・
粉
雪
は
天
を
お
ほ
ふ
煙
幕
だ

（
秋
田
県
横
堀
校
五
年
女
子
）

両
作
品
は
、
昭
和
十
八
年
一
月
二
十
七
日
（
水
・
第
一
九
七
三
号
）
に
掲
載
さ

れ
た
作
品
。
作
句
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
春
日
」
と
「
粉
雪
」
は
児
童
の
生

活
環
境
。
埼
玉
で
は
「
春
日
さ
す
」
日
和
、
秋
田
で
は
「
粉
雪
」
が
空
を
覆
う
気

候
が
、
同
じ
紙
面
の
「
俳
句
」
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

・
梅
の
花
冬
の
日
向
に
咲
い
て
ゐ
る

（
福
島
県
好
間
第
一
校
高
二
男
子
）

・
梅
の
庭
一
り
ん
ご
と
の
よ
い
か
を
り

（
千
葉
県
野
田
校
高
一
女
子
）

・
冬
の
日
に
梅
一
輪
が
咲
き
に
け
り

（
東
京
府
町
田
校
高
二
男
子
）

・
梅
の
花
又
一
輪
と
春
近
し

（
長
野
県
飯
山
校
高
二
男
子
）

何
れ
も
、
昭
和
十
八
年
二
月
十
三
日
（
土
・
第
一
九
八
八
号
）
に
掲
載
さ
れ
た

作
品
。
福
島
・
千
葉
・
東
京
・
長
野
と
、
各
地
の
「
冬
の
日
」
に
咲
い
た
梅
の
花

に
、
児
童
た
ち
は
「
春
近
し
」
を
体
感
し
た
と
い
う
こ
と
。

・
雪
と
け
し
土
を
破
り
て
若
芽
も
ゆ

（
北
海
道
有
珠
校
六
年
女
子
）

・
校
庭
の
ぬ
か
る
み
深
し
春
浅
く

（
岩
手
県
小
鳥
谷
校
六
年
女
子
）

・
白
い
雪
お
家
の
窓
が
あ
か
る
い
な

（
東
京
市
神
田
区
今
川
校
三
年
女
子
）

・
北
風
に
母
と
兄
と
が
わ
さ
び
掘
り

（
長
野
県
南
穂
高
校
六
年
男
子
）

こ
の
四
作
品
は
、
昭
和
十
八
年
三
月
二
十
八
日
（
日
・
第
二
〇
二
五
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
。
何
れ
も
作
句
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
掲
載
さ
れ
た
三
月
末
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
季
節
感
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。

「
雪
と
け
し
」
は
、
北
海
道
。
雪
が
解
け
た
部
分
の
土
の
中
か
ら
芽
を
出
し
て

い
る
の
を
見
つ
け
た
。
春
が
や
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
。

「
校
庭
の
」
は
、
岩
手
県
。
校
庭
は
雪
が
解
け
て
ぬ
か
る
ん
で
い
る
が
、
日
陰

や
木
陰
に
は
雪
が
残
り
、
風
は
ま
だ
ま
だ
冷
た
い
。
ぬ
か
る
み
が
な
く
な
る
春
本

番
が
待
た
れ
る
と
い
う
こ
と
。

「
白
い
雪
」
は
、
東
京
市
。
日
差
し
が
雪
に
反
射
し
て
、
窓
を
明
る
く
照
ら
し

て
い
る
。
東
京
に
春
の
雪
が
降
っ
た
と
い
う
こ
と
。

「
北
風
に
」
は
、
長
野
県
。
北
風
で
冷
た
い
が
、
母
と
兄
は
家
業
の
わ
さ
び
掘

り
を
し
て
い
る
。
農
事
歴
に
よ
る
作
業
で
あ
ろ
う
が
、
水
仕
事
の
季
節
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
。

第
一
四
半
期
、
「
戦
時

下
」
の
内
容
を
も
つ
作
品

以
外
で
は
、
寒
中
、

立
春
、

早
春
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
を
作
品
に
詠
ん
で
い
た
。
季
節
と
共
に
暮
ら
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
。

以
上
、
昭
和
十
八
年
第
一
四
半
期
の
「
俳
句
」
を
検
討
し
て
き
た
。

こ
の
時
期
に
掲
載
さ
れ
た
一
一
二
作
品
の
う
ち
「
戦
時
下
」
の
内
容
を
も
つ
の

は
三
〇
作
品
で
あ
り
、
掲
載
率
は
約
二
六
・
八
％
。

直
前
の
昭
和
十
七
年
第
四
四
半
期
の
「
俳
句
」
は
七
三
作
品
が
掲
載
さ
れ
、
作

品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
一
六
句
で
あ
り
、
掲
載
作
品
に
占
め

る
掲
載
率
は
約
二
一
・
九
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
掲
載
数
、
掲
載
率
と
も
に
増
加
し

た
こ
と
に
な
る
。

三
昭
和
十
八
年
第
二
四
半
期
の
「
俳
句
」

第
二
四
半
期
（
四
月
～
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
投
稿
・
俳
句
」
は
一
八
四
作

品
。
こ
の
内
、
「
戦
時

下
」
の
内
容
を
も
つ
作
品
は
、

次
の
三
〇
作
品
で
あ
り
、

掲
載
率
は
約
一
六
・
三
％
と
な
る
。

31

ひ
ば
り
な
き
親
子

�つ
て
麦
畑
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（
東
京
府
化
成
校
六
年
男
子
、
四
月
四
日
・
日
、
第
一
九
五
七
号
）

32

戦
勝
の
話
の
つ
き
ぬ
焚
火
か
な

（
千
葉
県
菊
間
校
高
二
女
子
、
四
月
十
八
日
・
日
、
第
二
〇
四
三
号
）

33

�刈
や
切
れ
味
見
せ
て
鎌
の
音

（
千
葉
県
木
間
ヶ
瀬
校
高
一
男
子
、
同
前
）

34

ひ
び
の
手
で
戦
勝
祈
る
鎮
守
さ
ま

（
栃
木
県
長
沼
第
一
校
六
年
男
子
、
同
前
）

35

面
会
の
母
い
ざ
な
ひ
て
藤
の
下

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
豊
島
校
高
一
男
子
、
四
月
二
十
五
日
・
日
、
第
二
〇
四
九
号
）

36

春
朝
遥
か
に
拝
む
宮
城
を

（
宮
城
県
鶴
巣
校
高
二
男
子
、
四
月
二
十
九
日
・
木
、
第
二
〇
五
二
号
）

37

靖
国
に
祈
る
老
母
よ
桜
散
る

（
東
京
市
世
田
谷
区
梅
ヶ
丘
校
高
一
男
子
、
同
前
）

38

春
の
日
の
軒
に
か
か
げ
た
日
の
み
旗

（
福
島
県
喜
久
田
校
五
年
男
子
、
同
前
）

39

春
が
来
て
野
に
も
畑
に
も
奉
仕
隊

（
秋
田
県
能
代
市
渟
城
第
一
校
高
一
女
子
、
同
前
）

40

た
ん
ぼ
打
つ
く
は
照
り
か
へ
す
春
日
か
な

（
北
海
道
入
鹿
別
初
等
科
終
了
男
子
、
五
月
二
日
・
日
、
第
二
〇
五
五
号
）

41

藤
咲
い
て
小
雨
に
明
る
き
奉
安
殿

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
豊
島
校
高
一
男
子
、
五
月
五
日
・
水
、
第
二
〇
五
七
号
）

42

麦
踏
の
ひ
る
げ
を
知
ら
す
煙
か
な

（
長
野
県
須
坂
高
等
二
年
男
子
、
五
月
七
日
・
金
、
第
二
〇
五
九
号
）

43

春
寒
く
ま
だ
火
の
ほ
し
き
夜
の
仕
事

（
新
潟
県
岡
野
町
校
高
二
男
子
、
五
月
十
四
日
・
金
、
第
二
〇
六
五
号
）

44

昭
南
に
敵
撃
滅
の
鯉
幟

（
埼
玉
県
大
宮
市
大
宮
北
校
五
年
男
子
、
五
月
十
九
日
・
水
、
第
二
〇
六
九
号
）

45

戦
盲
の
兄
に
手
を
そ
へ
衣
更

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
豊
島
校
高
二
女
子
、
五
月
二
十
一
日
・
金
、
第
二
〇
七
一
号
）

46

鯉
の
ぼ
り
誉
の
家
の
大
空
に

（
千
葉
県
＊
野
校
高
二
男
子
、
五
月
二
十
三
日
・
日
、
第
二
〇
七
三
号
）

47

大
戦
果
あ
ぐ
報
道
や
風
薫
る

（
宮
城
県
仙
台
市
東
二
番
丁
校
六
年
男
子
、
五
月
二
十
七
日
・
木
、
第
二
〇
七
六
号
）

48

日
の
丸
の
鉢
巻
を
し
て
田
植
か
な

（
栃
木
県
足
尾
実
業
校
二
年
男
子
、
同
前
）

49

米
英
を
一
呑
み
に
せ
ん
鯉
幟

（
埼
玉
県
大
宮
北
校
五
年
男
子
、
六
月
二
日
・
水
、
第
二
〇
八
一
号
）

50

五
年
以
上
増
産
の
豆
ま
き
に
け
り

（
山
形
県
上
ノ
山
校
五
年
男
子
、
六
月
四
日
・
金
、
第
二
〇
八
三
号
）

51

必
勝
を
た
の
む
今
年
の
鯉
の
ぼ
り

（
宮
城
県
名
足
校
六
年
男
子
、
同
前
）

52

東
風
の
朝
も
ん
ぺ
の
子
等
の
宮
詣
り

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
豊
島
校
高
二
女
子
、
六
月
六
日
・
日
、
第
二
〇
八
五
号
）

53

初
夏
の
風
戦
地
の
か
を
り
の
せ
て
来
る

（
北
海
道
瀧
下
校
六
年
男
子
、
同
前
）

54

え
い
れ
い
を
む
か
へ
る
空
の
月
ほ
そ
し（

�城
県
水
海
道
校
五
年
女
子
、
同
前
）

55

出
征
を
見
送
る
歓
呼
や
風
薫
る

（
宮
城
県
仙
台
市
東
二
番
丁
校
六
年
男
子
、
六
月
九
日
・
水
・
第
二
〇
八
七
号
）

56

近
づ
け
ば
傷
病
兵
麦
笛
ひ
く
く
吹
く

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
豊
島
校
高
一
男
子
、
同
前
）

57

爆
音
に
泥
の
手
や
す
め
汗
ふ
き
ぬ

（
岩
手
県
中
内
校
高
二
男
子
、
同
前
）

58
全
校
生
わ
ら
び
が
り
す
る
奉
戴
日

（
山
形
県
上
ノ
山
校
五
年
男
子
、
同
前
）

59

も
ん
ぺ
の
子
髪
に
す
み
れ
を
さ
し
て
行
く

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
豊
島
校
高
二
女
子
、
六
月
十
三
日
・
日
、
第
二
〇
九
一
号
）

60

日
参
に
朝
々
出
会
ふ
母
と
母

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）
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（
新
潟
県
川
東
校
高
一
男
子
、
六
月
二
十
五
日
・
金
、
第
二
一
〇
一
号
）

以
下
、
作
品
の
「
戦
時
下
」
を
検
討
す
る
。

31

ひ
ば
り
な
き
親
子

�つ
て
麦
畑

40

た
ん
ぼ
打
つ
く
は
照
り
か
へ
す
春
日
か
な

42

麦
踏
の
ひ
る
げ
を
知
ら
す
煙
か
な

43

春
寒
く
ま
だ
火
の
ほ
し
き
夜
の
仕
事

こ
の
四
作
品
は
、
児
童
が
行
為
行
動
等
の
主
体
で
あ
る
作
品
で
、
児
童
の
勤
労

が
「
戦
時
下
」
と
い
う
こ
と
。
第
一
四
半
期
同
様
、
家
業
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と

は
「
戦
時
下
」
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
児
童
は
よ
く
働
き
、
立
派
な
労
働

力
で
あ
っ
た
の
が
「
戦
時
下
」
と
い
う
こ
と
。

第
三
一
句
「
ひ
ば
り
な
き
」
の
「
親
子

�つ
て
」
は
、
母
と
子
か
。
多
く
の
家

庭
で
は
、
父
親
は
出
征
中
と
推
測
さ
れ
る
。

第
四
〇
句
「
た
ん
ぼ
打
つ
」
は
、
田
植
え
の
準
備
の
た
め
の
田
起
こ
し
か
。
作

者
は
、
田
起
こ
し
の
様
子
を
目
に
し
て
の
作
句
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
人
が
田

起
こ
し
を
し
て
の
光
景
と
考
え
た
。

第
四
三
句
「
春
寒
く
」
の
掲
載
は
五
月
十
四
日
で
あ
り
、
在
籍
校
の
新
潟
県
を

考
慮
に
入
れ
て
も
、
作
句
時
期
、
あ
る
い
は
投
稿
時
期
と
掲
載
時
期
の
間
に
は
時

間
的
経
過
が
想
像
さ
れ
る
。

32

戦
勝
の
話
の
つ
き
ぬ
焚
火
か
な

44

昭
南
に
敵
撃
滅
の
鯉
幟

46

鯉
の
ぼ
り
誉
の
家
の
大
空
に

47

大
戦
果
あ
ぐ
報
道
や
風
薫
る

49

米
英
を
一
呑
み
に
せ
ん
鯉
幟

51

必
勝
を
た
の
む
今
年
の
鯉
の
ぼ
り

第
三
二
と
四
七
句
は
、「
戦
勝
」。
作
者
の
児
童
も
「
焚
火
」
を
囲
ん
で
い
る
と

う
こ
と
。

第
四
七
句
「
大
戦
果
」
の
掲
載
は
五
月
二
十
七
日
。
「
風
薫
る
」
が
初
夏
の
季

語
で
あ
り
、
初
夏
は
陰
暦
四
月
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
「
大
戦
果
」

の
「
報
道
」
時
期
を
推
測
す
る
と
、
掲
載
の
一
週
間
前
頃
か
ら
四
月
下
旬
頃
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
間
の
「
少
國
民
新
聞
」
で
の
「
大
戦
果
」
報
道
は
、
「
ミ
ル
ン

湾
爆
撃
の
大
戦
果
」
（
四
月
十
七
日
・
土
、
第
二
〇
四
二
号
）
や
、
五
月
四
日

（
火
・
第
二
〇
五
六
号
）
の
「
敵
輸
送
船
二
隻
撃
沈
」
、
「
捕
虜
七
千
六
百

今
度

の
太
行
作
戦
の
輝
か
し
い
こ
の
戦
果
」、「
二
十
二
機
撃
墜
破
昆
明
を
も
奇
襲
」

な
ど
が
見
ら
れ
る
。

第
四
四
、
四
六
、
四
九
、
五
一
句
は
、「
鯉
幟
」
を
目
に
し
て
の
作
句
。

第
四
四
句
「
昭
南
に
」
は
、
「
昭
南
島
」
の
こ
と
か
。
日
本
軍
は
、
昭
和
十
七

年
二
月
十
五
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
し
、
大
本
営
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
島
を

「
昭
南
島
」
と
改
称
し
た
。
作
者
の
在
籍
校
は
埼
玉
県
大
宮
市
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー

ス
映
画
等
に
よ
っ
て
見
た
光
景
か
。

第
四
六
句
「
誉
の
家
」
は
、
戦
没
者
の
家
の
門
柱
や
玄
関
に
貼
ら
れ
た
標
札
の

言
葉
。
市

区
町

村
が

配
布
し
、
戦
没
者
へ
の

哀
悼
と

遺
族
へ
の

援
護
を

求
め
た

（
『
昭
和
二

万
日
の

全
記

録
』
第
五

巻
・

講
談

社
、

平
成

元
・
一
一
）
。
戦

死
し
た

家
に
は
、
鯉
幟
で
成
長
を
願
う
男
児
が
い
た
と
い
う
こ
と
。
在
籍
校
＊
は
判
読
不

能
。「
鯉
幟
」
に
つ
い
て
の
「
少
國
民
新
聞
」
の

記
事
は
、
五
月
五
日
（

水
・
第
二

〇
五
七
号
）
に
「

杉
並
第
五
校

生
の

野
試

合
ぶ
り
」
の

写
真
に

添
え
て
、
「
鯉
の

ぼ
り

押
し
立
て
て
撃
滅
へ
」
の

記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
「
鯉
幟
」
は
、
第
二
四

半
期
の
季
語
で
あ
る
が
、
「
戦
時
下
」
に
あ
っ
て
は
、

端
午
の

節
句
で
子

供
の

健

や
か
な
成
長
を
願
う
こ
と
か
ら
日
本
軍
の
戦
勝
を
願
う
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

33

�刈
や
切
れ
味
見
せ
て
鎌
の
音

39
春
が
来
て
野
に
も
畑
に
も
奉
仕
隊

41

藤
咲
い
て
小
雨
に
明
る
き
奉
安
殿

48

日
の
丸
の
鉢
巻
を
し
て
田
植
か
な

50

五
年
以
上
増
産
の
豆
ま
き
に
け
り

57

爆
音
に
泥
の
手
や
す
め
汗
ふ
き
ぬ
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58

全
校
生
わ
ら
び
が
り
す
る
奉
戴
日

第
四
一
句
「
藤
咲
い
て
」
の
他
は
、
何
れ
も
児
童
の
勤
労
が
内
容
。

第
三
三
句
「

�刈
や
」
の

�は
、

�な
ど
の
素
材
。
家
業
の
手
伝
い
か
、
或
い

は
地
域
で
の
共
同
作
業
で
の
こ
と
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
児
童
の
勤
労
奉
仕
。

第
三
九
句
の
「
奉
仕
隊
」
、
第
四
八
句
の
「
日
の
丸
の
鉢
巻
」
、
第
五
〇
句
の

「
増
産
の
豆
ま
き
」、
第
五
八
句
の
「
わ
ら
び
が
り
」
は
、
国
民
学
校
主
導
の
勤
労

奉
仕
。

第
五
七
句
は
、
掲
載
が
六
月
九
日
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
泥
の
手
」
の
主
は
田
植

え
を
し
て
い
て
軍
用
機
の
飛
来
に
腰
を
伸
ば
し
て
の
小
休
止
と
い
う
こ
と
か
。

第
五
八
句
の
「
奉
戴
日
」
は
、
作
品
の
掲
載
が
六
月
九
日
で
あ
る
の
で
、
内
容

の
「
わ
ら
び
が
り
」
を
考
慮
す
る
と
五
月
八
日
の
「
奉
戴
日
」
の
こ
と
と
推
測
さ

れ
、
「
奉
戴
日
」
に
は
、
第
四
一
句
に
あ
る
「
奉
安
殿
」
の
扉
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国

民
学
校
で
開
か
れ
、
全
校
生
の
遥
拝
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

34

ひ
び
の
手
で
戦
勝
祈
る
鎮
守
さ
ま

37

靖
国
に
祈
る
老
母
よ
桜
散
る

52

東
風
の
朝
も
ん
ぺ
の
子
等
の
宮
詣
り

60

日
参
に
朝
々
出
会
ふ
母
と
母

第
三
四
句
「
ひ
び
の
手
」
は
作
者
本
人
か
。

第
三
七
句
の
母
は
戦
死
し
た
息
子
に
祈
り
、
第
六
〇
句
の
「
母
と
母
」
は
出
征

し
て
い
る
家
族
の
武
運
長
久
を
祈
っ
て
の
宮
参
り
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

何
れ
に
し
て
も
、
宮
参
り
す
る
場
に
作
者
の
児
童
も
い
た
と
い
う
こ
と
。

35

面
会
の
母
い
ざ
な
ひ
て
藤
の
下

54

え
い
れ
い
を
む
か
へ
る
空
の
月
ほ
そ
し

55

出
征
を
見
送
る
歓
呼
や
風
薫
る

第
三
五
句
の
「
面
会
」
は
、
入
営
中
の
兵
士
と
家
族
と
の
面
会
日
の
こ
と
と
推

測
し
た
。

第
五
四
句
の
英
霊
迎
え
は
「
月
ほ
そ
し
」
と
あ
り
、
三
日
月
頃
の
時
刻
と
い
う

こ
と
。
夕
方
の
遺
骨
迎
え
で
あ
っ
た
か
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
出
征
の
見
送
り
、
入
営
の
面
会
、
そ
し
て
英
霊
迎
え
。
児

童
の
生
活
圏
で
の
出
征
に
纏
わ
る
内
容
。

36

春
朝
遥
か
に
拝
む
宮
城
を

38

春
の
日
の
軒
に
か
か
げ
た
日
の
み
旗

53

初
夏
の
風
戦
地
の
か
を
り
の
せ
て
来
る

59

も
ん
ぺ
の
子
髪
に
す
み
れ
を
さ
し
て
行
く

第
三
六
句
は
、
宮
城
県
の
児
童
に
よ
る
「
宮
城
」
の
遥
拝
。
故
に
、「
遙
か
に
」

と
な
っ
た
か
。
こ
の
作
品
の
掲
載
は
四
月
二
十
九
日
で
あ
り
、
こ
の
日
は
「
天
長

節
」
。
「
天
長
節
」
に
は
、
宮
城
の
遥
拝
が
国
民
に
求
め
ら
れ
て
い
た
（
「
週
報
」

第
八
十
号
、
昭
和
十
三
年
四
月
二
十
七
日
）。

第
三
八
句
も
第
三
六
句
と
同
じ
四
月
二
十
九
日
の
掲
載
。
「
天
長
節
」
に
は
各

戸
毎
に
「
日
の
丸
」
の
掲
揚
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

第
三
六
句
は
宮
城
県
、
第
三
八
句
は
福
島
県
の
児
童
の
作
品
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
作
句
と
掲
載
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
、
偶
々
、
「
天
長
節
」
に
見
合
っ
た
作
品

が
投
稿
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

第
五
三
句
「
戦
地
の
か
を
り
」
が
ど
の
よ
う
な
「
か
を
り
」
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
戦
地
と
銃
後
と
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
意
図
か
。

第
五
九
句
は
、
作
者
で
あ
る
高
等
科
二
年
生
の
女
子
に
は
、
「
も
ん
ぺ
」
と

「
す
み
れ
」
の
髪
飾
り
と
の
取
り
合
わ
せ
が
気
に
い
っ
た
と
い
う
こ
と
。「
も
ん
ぺ
」

は
、
昭
和
十
七
年
四
月
に
厚
生
省
に
よ
っ
て
「
婦
人
標
準
服
」
と
さ
れ
た
（
「
週

報
」
第
二
八
七
号
・
昭
和
十
七
年
四
月
八
日
号
「
新
し
く
で
き
た
婦
人
標
準
服
」）。

45
戦
盲
の
兄
に
手
を
そ
へ
更
衣

56

近
づ
け
ば
傷
兵
麦
笛
ひ
く
く
吹
く

第
四
五
句
と
第
五
六
句
の
作
者
は
、
同
じ
在
籍
校
。
前
者
は
高
等
科
二
年
女
子
、

後
者
は
高
等
科
一
年
男
子
。
姓
が
異
な
る
の
で
姉
弟
で
は
な
い
が
、「
戦
盲
の
兄
」

と
「
傷
兵
」
は
同
じ
人
物
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
同
じ
通
学
区
内
に
戦

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）
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場
で
傷
つ
い
た
兵
士
が
複
数
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
第
二
四
半
期
の
「
戦
時
下
」
の
内
容
を
も
つ
作
品
に
見
ら
れ
た
児
童
は
、

「
春
が
来
て
野
に
も
畑
に
も
奉
仕
隊
」
の
作
品
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
立
派
な
働

き
手
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、「
全
校
生
わ
ら
び
が
り
す
る
奉
戴
日
」
で
あ
り
、

児
童
に
と
っ
て
は
否
応
な
し
の
勤
労
で
も
あ
っ
た
。

出
征
兵
士
を
見
送
り
、
戦
死
者
の
英
霊
を
迎
え
る
列
を
作
り
、
武
運
長
久
の
宮

参
り
に
も
「
日
参
」
し
、
負
傷
し
「
戦
盲
」
と
な
っ
た
兄
の
手
と
な
り
目
と
な
る

の
も
児
童
で
あ
っ
た
。

一
方
、
第
二
四
半
期
の
「
投
稿
・
俳
句
」
は
、
一
八
四
作
品
で
あ
り
、
「
戦
時

下
」
の
内
容
を
も
つ
作
品
が
三
〇
作
品
。
残
り
の
一
五
四
作
品
は
、
児
童
の
身
の

回
り
の
日
常
を
内
容
と
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。

・
猫
柳
光
る
岸
辺
に
浅
き
春

（
青
森
県
田
子
校
高
二
男
子
）

・
土
手
の
雪
少
し
消
え
た
る
初
春
か
な

（
福
島
県
熱
海
校
六
年
女
子
）

・
さ
わ
や
か
な
花
の
香
の
あ
り
春
の
朝

（
埼
玉
県
藤
沢
校
高
一
男
子
）

・
早
春
の
ひ
な
た
に
一
つ
福
寿
草

（
東
京
府
化
成
校
六
年
男
子
）

・
春
雨
に
蕾
ふ
く
ら
む
川
柳

（
新
潟
県
柿
崎
校
六
年
男
子
）

以
上
の
五
作
品
は
、
昭
和
十
八
年
四
月
十
一
日
（
日
・
第
二
〇
三
七
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
作
品
。
作
句
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
東
北
地
方
か
ら
関
東
、
そ
し
て

中
部
地
方
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
い
の
地
で
の
「
春
」
が
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

・
桑
の
芽
の
む
ら
さ
き
ふ
か
み
雪
消
え
ぬ

（
青
森
県
田
子
校
高
二
男
子
）

・
教
室
に
吹
か
れ
入
り
く
る
落
花
か
な

（
宮
城
県
仙
台
市
東
二
校
六
年
男
子
）

・
赤
い
屋
根
う
づ
め
の
こ
し
て
若
葉
か
な

（
長
野
県
中
央
公
高
二
男
子
）

・
苗
代
や
ど
ろ
を
く
は
へ
て
つ
ば
め
飛
ぶ

（
長
野
県
南
穂
高
校
五
年
男
子
）

こ
の
四
作
品
は
、
昭
和
十
八
年
五
月
十
四
日
（
金
・
第
二
〇
六
五
号
）
に
掲
載

さ
れ
た
。
何
れ
も
作
句
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
掲
載
さ
れ
た
五
月
中
旬
の
季
節

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
風
景
と
し
て
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。

青
森
で
は
「
雪
消
え
ぬ
」
で
あ
り
、
宮
城
で
は
、
「
落
花
」
が
教
室
に
舞
い
込

ん
だ
。
長
野
県
で
は
、
若
葉
が
繁
り
、
田
植
え
間
近
の
田
圃
に
つ
ば
め
が
や
っ
て

き
て
巣
作
り
を
始
め
た
。
東
日
本
で
の
季
節
の
風
景
と
い
う
こ
と
。

・
病
院
の
花
瓶
に
こ
ぶ
し
さ
し
に
け
り

（
北
海
道
函
館
市
的
場
校
高
一
男
子
）

・
藤
の
花
小
雨
の
煙
る
池
端
に

（
東
京
市
小
石
川
区
関
口
台
町
校
六
年
男
子
）

・
洗
場
に
米
と
ぐ
媼
椿
咲
く

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
豊
島
校
高
一
男
子
）

以
上
の
三
作
品
は
、
昭
和
十
八
年
六
月
十
一
日
（
金
・
第
二
〇
八
九
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
作
品
。
作
句
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
北
海
道
と
関
東
の
、
そ
れ
ぞ
れ

の
住
い
の
地
で
の
「
花
」
が
内
容
で
あ
り
、
そ
の
地
域
で
の
季
節
の
花
と
い
う
こ

と
。第
二
四
半
期
、
「
戦
時
下
」
の
内
容
を
も
つ
作
品
以

外
で
は
、
東
日
本
の
早
春

か
ら
初
夏
の
季
節
が
作
品
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
た
。
季
節
の
中
に
児
童
が
暮
ら
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
。

以
上
、
昭
和
十
八
年
第
二
四
半
期
の
「
投
稿
・
俳
句
」
を
検
討
し
て
き
た
。

こ
の
時
期
に
投
稿
・
掲
載
さ
れ
た
一
八
四
作
品
の
う
ち
「
戦
時
下
」
の
内
容
を

も
つ
の
は
三
〇
作
品
で
あ
り
、
掲
載
率
は
約
一
六
・
三
％
。

直
前
の
昭
和
十
八
年
第
一
四
半
期
の
「
投
稿
・
俳
句
」
は
一
一
二
作
品
が
掲
載

さ
れ
、
作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
三
〇
作
品
で
あ
り
、
掲
載

作
品
に
占
め
る
掲
載
率
は
約
二
六
・
八
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
掲
載
率
は
大
き
く
減

少
し
た
が
、
作
品
の
掲
載
数
が

増
加
し
た
一
方
、
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
作

品
の
掲
載
が
増
加
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

四
昭
和
十
八
年
第
三
四
半
期
の
「
俳
句
」

第
三
四
半
期
（
七
月
～
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
投
稿
・
俳
句
」
は
九
六
作
品
。

こ
の
内
、
「
戦
時
下
」
の
内
容
を
も
つ
作
品
は
、

次
の
一
八
作
品
で
あ
り
、
掲
載

率
は
約
一
八
・
八
％
と
な
る
。

61

宮
若
葉
戦
盲
の
兄
い
ざ
な
ひ
て
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（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
豊
島
校
高
二
女
子
、
七
月
七
日
・
水
、
第
二
一
一
一
号
）

62

奉
戴
日
奉
仕
の
墓
に
鳴
く
カ
ツ
コ
ー

（
宮
城
県
気
仙
沼
校
高
一
男
子
、
七
月
十
四
日
・
水
、
第
二
一
一
七
号
）

63

初
夏
の
岡
に
放
つ
や
グ
ラ
イ
ダ
ー

（
青
森
県
田
子
校
六
年
男
子
、
七
月
二
十
三
日
・
金
、
第
二
一
二
五
号
）

64

境
内
を
子
ら
が
掃
き
を
り
蝉
時
雨

（
栃
木
県
下
妻
校
高
二
男
子
、
八
月
一
日
・
日
、
第
二
一
三
三
号
）

65

夏
雲
を
す
ば
や
く
す
ぐ
る
機
影
か
な

（
東
京
都
今
川
校
六
年
女
子
、
八
月
十
一
日
・
水
、
第
二
一
四
一
号
）

66

な
れ
ぬ
手
で
苗
取
り
の
う
で
に
ひ
る
つ
き
ぬ

（
秋
田
県
矢
立
校
高
二
男
子
、
同
前
）

67

清
掃
の
子
供
お
宮
へ
夏
の
朝

（
東
京
都
桃
井
第
二
校
四
年
女
子
、
八
月
二
十
日
・
金
、
第
二
一
四
九
号
）

68

青
葉
木

�か
な
し
み
う
か
ぶ
ア
ッ
ツ
島（
神
奈
川
県
中
野
校
高
一
女
子
、
同
前
）

69

薫
風
に
増
産
は
げ
む
と
な
り
組

（
栃
木
県
栃
木
市
第
一
校
高
二
男
子
、
八
月
二
十
二
日
・
日
、
第
二
一
五
一
号
）

70

編
隊
の
機
影
は
消
え
て
雲
の
嶺

（
東
京
都
今
川
校
六
年
女
子
、
八
月
二
十
七
日
・
金
、
第
二
一
五
五
号
）

71

国
挙
る
と
き
ぞ
狭
庭
に
芋
を
植
ゆ

（
秋
田
県
六
郷
校
高
二
男
子
、
同
前
）

72

釣
鐘
草
咲
け
る
小
丘
に
兵
の
墓

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
豊
島
校
高
一
男
子
、
九
月
一
日
・
水
、
第
二
一
五
九
号
）

73

夏
季
鍛
錬
バ
ト
ン
持
つ
手
に
な
じ
む
汗

（
栃
木
県
塩
原
校
五
年
男
子
、
九
月
三
日
・
金
、
第
二
一
六
一
号
）

74

夏
の
日
の
プ
ー
ル
の
景
色
慰
問
画
に

（
東
京
都
法
政
中
一
男
子
、
同
前
）

75

桑
の
皮
軒
さ
き
に
か
け
て
夏
の
家

（
埼
玉
県
柏
原
校
学
年
記
載
な
し
、
九
月
十
二
日
・
日
、
第
二
一
六
九
号
）

76

赤
と
ん
ぼ
へ
ん
た
い
つ
く
る
川
の
上

（
神
奈
川
県
横
浜
市
神
橋
校
四
年
男
子
、
同
前
）

77

夏
の
暮
と
び
の
重
爆
急
降
下

（
岩
手
県
豊
間
根
校
六
年
男
子
、
同
前
）

78

蟻
の
道
出
陣
の
兵
行
く
如
く

（
山
形
県
余
目
校
六
年
男
子
、
九
月
十
九
日
・
日
、
第
二
一
七
五
号
）

以
下
、
作
品
の
「
戦
時
下
」
を
検
討
す
る
。

61

宮
若
葉
戦
盲
の
兄
い
ざ
な
ひ
て

62

奉
戴
日
奉
仕
の
墓
に
鳴
く
カ
ツ
コ
ー

64

境
内
を
子
ら
が
掃
き
を
り
蝉
時
雨

67

清
掃
の
子
供
お
宮
へ
夏
の
朝

72

釣
鐘
草
咲
け
る
小
丘
に
兵
の
墓

以
上
は
、
宮
参
り
や
墓
参
に
纏
わ
る
作
品
。

第
六
一
句
は
、
出
征
し
て
負
傷
し
盲
目
と
な
っ
た
兄
と
若
葉
が
生
い
茂
っ
た
お

宮
に
参
拝
し
た
と
い
う
こ
と
。
第
二
四
半
期
の
「
戦
盲
の
兄
に
手
を
そ
へ
更
衣
」

の
作
者
の
作
品
。

第
六
二
句
の
「
奉
戴
日
」
は
、「
大
詔
奉
戴
日
」
の
こ
と
。「
大
詔
奉
戴
日
」
に

つ
い
て
は
、
第
一
四
半
期
の
第
八
句
「
仰
ぎ
見
た
一
月
八
日
の
星
の
空
」
の
項
で

触
れ
た
が
、
第
六
二
句
は
、
戦
没
兵
士
の
墓
清
掃
の
こ
と
。

第
六
四
句
、
六
七
句
、
七
二
句
は
、「
大
詔
奉
戴
日
」
で
の
清
掃
と
は
限
ら
ず
、

神
社
や
戦
没
兵
士
の
墓
清
掃
は
児
童
の
役
割
で
あ
っ
た
。

63
初
夏
の
岡
に
放
つ
や
グ
ラ
イ
ダ
ー

65
夏
雲
を
す
ば
や
く
す
ぐ
る
機
影
か
な

70

編
隊
の
機
影
は
消
え
て
雲
の
嶺

第
六
三
句
「
グ
ラ
イ
ダ
ー
」
は
、
模
型
飛
行
機
の
こ
と
。
模
型
飛
行
機
の
作
成
・

飛
行
は
、
未
来
の
戦
闘
機
乗
り
へ
の
遠
大
な
導
入
の
意
図
が
あ
っ
た
。
国
民
学
校

で
は
、
昭
和
十
七
年
九
月
一
日
に
、
模
型
航
空
機
教
育
課
程
が
正
課
と
な
り
模
型

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）

―93―（93）



飛
行
機
は
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
（
『
昭
和
二
万
日
の
全
記
録
』
第
六
巻
・
講
談
社
、

平
成
二
・
一
）。

ま
た
、「
少
國
民
新
聞
」
は
昭
和
十
八
年
九
月
十
九
日
（
日
・
第
二
一
七
五
号
）

第
二
面
に
、
「
け
ふ
全
国
で
模
型
機
大
会
」
の
記
事
を
掲
載
し
、
個
人
競
技
の
ほ

か
に
学
校
対
抗
競
技
も
行
わ
れ
る
こ
と
を
記
し
て
い
た
。

第
六
五
句
、
七
〇
句
は
、
児
童
が
目
に
し
た
軍
用
機
の
こ
と
か
。
掲
載
日
は
異

な
る
も
の
の
、
両
作
品
と
も
東
京
都
今
川
校
の
六
年
女
子
（
二
人
）
の
作
品
。
同

じ
日
の
光
景
で
あ
っ
た
か
。

第
七
〇
句
「
雲
の
嶺
」
は
、
第
三
四
半
期
、
夏
の
季
語
で
あ
り
、
も
く
も
く
と

発
達
し
た
積
乱
雲
に
隠
れ
た
編
隊
を
目
で
追
っ
た
と
い
う
も
の
。

68

青
葉
木

�か
な
し
み
う
か
ぶ
ア
ッ
ツ
島

76

赤
と
ん
ぼ
へ
ん
た
い
つ
く
る
川
の
上

77

夏
の
暮
と
び
の
重
爆
急
降
下

78

蟻
の
道
出
陣
の
兵
行
く
如
く

第
六
八
句
「
か
な
し
み
う
か
ぶ
ア
ッ
ツ
島
」
は
、
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
の
玉
砕
の

こ
と
。
こ
の
年
五
月
三
十
日
十
七
時
に
大
本
営
か
ら
発
表
さ
れ
、
六
月
一
日
の

「
少
國
民
新
聞
」
第
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
。
青
葉
木

�は
、
夏
の
季
語
で
、
夜
な

く
声
が
暗
く
寂
し
く
聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
、
玉
砕
の
悲
し
さ
と
し
て
選
ば
れ
た
か
。

作
者
は
高
等
科
一
年
で
あ
る
が
、
季
語
と
し
て
の
知
識
か
ら
の
選
択
で
あ
っ
た
か
、

或
い
は
、
実
景
と
し
て
青
葉
木

�の
鳴
き
声
を
聞
い
て
い
た
か
。

以
上
の
四
作
品
は
、
児
童
が
耳
に
し
、
目
に
し
た
鳥
や
蟻
を
「
戦
時
下
」
の
事

象
に
譬
え
た
も
の
。

69

薫
風
に
増
産
は
げ
む
と
な
り
組

71

国
挙
る
と
き
ぞ
狭
庭
に
芋
を
植
ゆ

73

夏
季
鍛
錬
バ
ト
ン
持
つ
手
に
に
じ
む
汗

74

夏
の
日
の
プ
ー
ル
の
景
色
慰
問
画
に

75

桑
の
皮
軒
さ
き
に
か
け
て
夏
の
家

第
六
九
句
、
七
一
句
は
、
食
糧
増
産
。

第
七
三
句
「
夏
季
鍛
錬
」
は
、
炎
天
下
で
の
リ
レ
ー
の
練
習
。
暑
さ
を
厭
わ
ず

体
を
動
か
す
こ
と
が
心
身
鍛
錬
と
さ
れ
た
。

第
七
四
句
の
水
泳
も
心
身
鍛
錬
。
児
童
は
、
そ
の
様
子
を
絵
に
し
て
戦
地
の
兵

隊
さ
ん
に
送
る
つ
も
り
だ
。

第
七
五
句
は
、「
桑
の
皮
」
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
に
軒
先
に
架
け
て
あ
る
風
景
。

「
桑
の
皮
」
は
、
繊
維
の
原
料
で
あ
り
、
地
域
に
納
入
量
が
割
り
て
ら
れ
た
。

以
上
、
第
三
四
半
期
の
「
戦
時
下
」
の
内
容
を
も
つ
作
品
に
見
ら
れ
た
児
童
は
、

「
プ
ー
ル
」
が
慰
問
画
に
な
り
、「
バ
ト
ン
」
が
心
身
鍛
錬
と
な
っ
た
。

作
句
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
増
産
の
た
め
に
庭
を
畑
に
芋
を
植
え
、
戸
別
で

の
桑
の
皮

�き
に
精
を
出
し
た
。
神
社
や
英
霊
の
墓
の
清
掃
も
何
時
も
の
奉
仕
で

あ
っ
た
。

赤
と
ん
ぼ
や
ト
ン

ビ
も
蟻
も
、
兵
隊
さ
ん
に

喩
え
ら
れ
た
。
「
戦
時
下
」
は
児

童
の
日
常
に
深
く
根
ざ
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
方
、
第
三
四
半
期
の
「
投
稿
・
俳
句
」
は
、
九
六
作
品
で
あ
り
、「
戦
時
下
」

の
内
容
を
も
つ
作
品
が
一
八
作
品
。
残
り
の
七
八
作
品
は
、
児
童
の
身
の
回
り
の

日
常
を
内
容
と
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。

・
青
嵐
た
た
み
の
上
を
す
べ
り
ゆ
く

（
東
京
都
上
板
橋
校
六
年
男
子
、
七
月
七
日
・
水
、
第
二
一
一
一
号
）

・
初
夏
の
風
あ
び
て
静
か
に
さ
か
な
釣
る

（
宮
城
県
志
田
校
四
年
男
子
、
七
月
十
四
日
・
水
、
第
二
一
一
七
号
）

・
南
風
川
面
に
水
鳥
三
羽
二
羽

（
宮
城
県
中
新
田
校
高
二
女
子
、
七
月
二
十
五
日
・
日
、
第
二
一
二
七
号
）

・
う
ら
庭
は
さ
は
や
か
な
風
山
羊
が
な
く

（
岩
手
県
大
野
校
五
年
男
子
、
八
月
二
十
日
・
金
、
第
二
一
四
九
号
）

・
野
ま
わ
り
の
身
体
を
つ
つ
む
青
嵐

（
�城

県
北
条
校
高
一
男
子
、
八
月
二
十
九
日
・
日
、
第
二
一
五
七
号
）

以
上
の
五
句
で
は
、
風
の
中
に
児
童
が
い
る
。
青
嵐
、
初
夏
、
南
風
は
、
夏
の
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季
語
。
青
嵐
は
、
五
月
か
ら
七
月
頃
の
青
葉
の
こ
ろ
に
吹
く
、
や
や
強
い
さ
わ
や

か
な
風
の
こ
と
を
指
す
と
い
う
が
、
東
京
の
六
年
生
も

�城
の
高
等
科
一
年
生
も

見
事
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。

・
蝶
々
や
牧
場
に
寝
る
牛
歩
く
牛

（
七
月
十
四
日
・
水
、
第
二
一
一
七
号
）

・
花
の
束
病
友
殊
に
薔
薇
愛
で
ぬ

（
七
月
二
十
三
日
・
金
、
第
二
一
二
五
号
）

・
し
ぶ
く
な
る
戸
や
引
き
出
し
や
梅
雨
し
め
り

（
七
月
三
十
日
・
金
、
第
二
一
三
一
号
）

・
ば
ら
の
香
や
ピ
ヤ
ノ
奏
づ
る
女
学
院

（
同
右
）

・
ば
ら
受
け
る
病
臥
の
友
の
手
の
ほ
そ
さ

（
八
月
一
日
・
日
、
第
二
一
三
三
号
）

・
た
ん
ぼ
ぼ
の
実
と
ば
し
駆
け
る
子
馬
か
な（
九
月
十
二
日
・
日
、
第
二
一
六
九
号
）

こ
れ
ら
六
作
品
は
、
第
三
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
宮
城
県
仙
台
市
五
ツ
橋
校
高

等
科
二
年
女
子
の
作
品
。
同
じ
作
者
の
作
品
は
、
第
二
四
半
期
に
も
二
作
品
が
掲

載
さ
れ
、
合
計
で
八
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
最
多
の
八
作
品
が
掲
載
さ

れ
た
四
人
の
う
ち
の
一
人
。

何
れ
も
作
句
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
花
の
束
」
と
「
ば
ら
受
け
る
」
は
、

入
院
中
の
同
じ
友
人
を
見
舞
っ
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

見
舞
い
に
持
参
し
た
バ
ラ
の
花
束
は
自
宅
の
庭
に
咲
い
て
い
た
も
の
。
バ
ラ
を

切
り
取
っ
て
い
る
と
、
隣
接
す
る
「
女
学
院
」
か
ら
は
ビ
ア
ノ
を
奏
で
る
音
が
聞

こ
え
て
き
た
。
病
臥
し
て
い
る
友
人
に
も
聞
か
せ
て
や
り
た
い
と
思
っ
た
と
い
う

こ
と
か
。
見
舞
い
で
は
、
牧
場
で
の
蝶
々
や
牛
や
子
馬
の
話
を
聞
か
せ
、
快
復
後

に
は
共
に
出
か
け
よ
う
と
慰
め
た
と
い
う
こ
と
か
。

・
草
深
く
落
ち
し
づ
み
た
る
蛍
か
な

（

�城
県
下
妻
校
高
二
男
子
、
八
月
一
日
・
日
、
第
二
一
三
三
号
）

・
ほ
た
る
飛
ぶ
夏
の
夜
空
や
く
さ
光
る

（
埼
玉
県
藤
沢
校
四
年
女
子
、
八
月
八
日
・
日
、
第
二
一
三
九
号
）

・
二
度
ば
か
り
光
つ
て
蛍
池
を
越
ゆ

（
新
潟
県
赤
谷
校
六
年
男
子
、
八
月
二
十
七
日
・
金
、
第
二
一
五
五
号
）

・
ほ
た
る
取
り
ポ
チ
も
一
し
よ
に
か
け
廻
る

（
宮
城
県
気
仙
沼
校
高
一
男
子
、
九
月
十
日
、
金
、
第
二
一
六
七
号
）

・
蛍
呼
ぶ
声
に
ぎ
は
ふ
田
圃
道

（
新
潟
県
岩
室
校
高
一
男
子
、
九
月
二
十
九
日
・
水
、
第
二
一
八
三
号
）

「
蛍
」
を
詠
ん
だ
五
作
品
。
何
れ
も
作
句
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
三
作
品

は
静
か
な
蛍
刈
り
、
後
二
作
品
は
賑
や
か
な
蛍
刈
り
。
男
児
も
女
児
も
、
夏
の
夜
、

各
地
で
蛍
と
親
し
ん
だ
と
い
う
こ
と
。

第
三
四
半
期
、
「
戦
時
下
」
以
外
の
作
品
で
は
、
作
者
の
児
童
は
、
季
節
の
風

の
中
で
魚
を
釣
り
、
夜
は
蛍
狩
り
を
楽
し
ん
だ
。
「
野
ま
わ
り
」
で
農
地
を
見
回

り
、
バ
ラ
の
花
を
手
に
入
院
の
友
を
見
舞
っ
て
も
い
た
。

以
上
、
昭
和
十
八
年
第
三
四
半
期
の
「
投
稿
・
俳
句
」
を
検
討
し
て
き
た
。

こ
の
時
期
に
投
稿
・
掲
載
さ
れ
た
九
六
作
品
の
う
ち
「
戦
時
下
」
の
内
容
を
持

つ
の
は
一
八
作
品
で
あ
り
、
掲
載
率
は
約
一
八
・
八
％
。

直
前
の
昭
和
十
八
年
第
二
四
半
期
の
「
投
稿
・
俳
句
」
は
一
八
四
作
品
が
掲
載

さ
れ
、
作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
の
内
容
を
持
つ
の
は
、
三
〇
作
品
で
あ
り
、
掲

載
作
品
に
占
め
る
掲
載
率
は
約
一
六
・
三
％
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載

数
は
ほ
ぼ
半

減
し
た
も
の

の
、
そ
の
掲
載
率
は
上
昇
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
掲
載
率
は
上
昇
し
た
も
の
の
、
作
品
内
容
で
は
、
第
二
、
第
三
四
半
期

の
戦
況
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

「
少

國
民
新
聞
」
で
は
、
第
二
四
半
期
、
五
月
に

山
本
五
十
六

連
合

艦
隊

司
令

長
官
の
戦
死
が
、
六
月
に
は
ア
ッ
ツ
島
守

備
隊
の
玉
砕
が
報
道
さ
れ
、
戦
況
に
不

安
が
萌
し
て
き
た
が
、
そ
の
状
況
を
背
景
と
し
た
第
三
四
半
期
の
俳
句
作
品
で
は
、

「
青
葉

木
菟
か
な
し
み
う
か
ぶ
ア

ッ
ツ

島
」
が
八
月
二
十
日
に
掲
載
さ
れ
た
の
み

で
あ
っ
た
。

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）
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五
昭
和
十
八
年
第
四
四
半
期
の
「
俳
句
」

第
四
四
半
期
（
十
月
～
十
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
投
稿
・
俳
句
」
は
八
一
作
品
。

こ
の
内
、
「
戦
時
下
」
の
内
容
を
も
つ
作
品
は
、
次
の
二
〇
作
品
で
あ
り
、
掲
載

率
は
約
約
二
四
・
七
％
）
と
な
る
。

な
お
、
第
四
四
半
期
に
は
、「
特
集
・
俳
句
」
と
し
て
、「
ア
ッ
ツ
島
を
思
ひ
て
」

（
十
一
月
三
日
・
水
、
第
二
二
一
三
号
）、「
戦
果
を
讃
へ
て
」（
十
一
月
十
二
日
・

金
、
第
二
二
二
一
号
）
、
「
三
度
感
激
の
日
を
迎
へ
て
」
（
十
二
月
八
日
・
水
、
第

二
二
四
三
号
）
、
「
玉
砕
部
隊
の
霊
に
誓
ふ
」
（
十
二
月
二
十
二
日
・
水
、
第
二
二

五
五
号
）
、
「
よ
き
日
を
祝
ひ
て
」
（
十
二
月
二
十
三
日
・
木
、
第
二
二
五
六
号
）

が
掲
載
さ
れ
た
。

「
投
稿
・
俳
句
」

79

馬
鈴

�を
掘
る
面
白
さ
実
習
畑

（
千
葉
県
八
日
市
校
高
一
男
子
、
十
月
六
日
・
水
、
第
二
一
八
九
号
）

80

管
制
の
町
静
か
な
り
月
一
つ

（
神
奈
川
県
横
浜
市
大
岡
校
五
年
男
子
、
十
月
二
十
二
日
・
金
、
第
二
二
〇
三
号
）

81

秋
空
に
は
る
か
に
見
ゆ
る
銀
の
翼

（
福
島
県
永
田
校
六
年
男
子
、
同
前
）

82

名
月
を
父
も
比
島
で
を
が
む
で
せ
う

（
東
京
都
代
沢
校
三
年
女
子
、
十
月
二
十
四
日
・
日
、
第
二
二
〇
五
号
）

83

戦
へ
る
父
に
月
見
の
知
ら
せ
書
く

（
青
森
県
川
原
校
三
年
男
子
、
同
前
）

84

荒
鷲
の
兄
帰
り
来
ぬ
航
空
日

（
福
島
県
永
田
校
六
年
男
子
、
同
前
）

85

模
型
機
を
追
ひ
行
く
と
ん
ぼ
秋
の
空

（
千
葉
県
梅
郷
校
高
一
女
子
、
十
月
二
十
七
日
・
水
、
第
二
二
〇
七
号
）

86

探
照
灯
二
す
じ
三
す
じ
天
の
川

（
東
京
都
山
谷
校
四
年
男
子
、
十
月
二
十
九
日
・
金
、
第
二
二
〇
九
号
）

87

明
治
節
菊
の
香
り
も
い
や
ま
し
て

（
山
形
県
酒
田
市
第
二
校
六
年
男
子
、
十
一
月
三
日
・
水
、
第
二
二
一
三
号
）

88

神
前
に
告
ぐ
る
戦
果
や
秋
晴
れ
て

（
岩
手
県
愛
宕
校
高
一
女
子
、
十
一
月
二
十
一
日
・
日
、
第
二
二
二
九
号
）

89

秋
の
夜
の
戦
果
に
つ
ど
ふ
ラ
ジ
オ
か
な

（
東
京
都
今
川
校
六
年
女
子
、
同
前
）

90

大
戦
果
ラ
ジ
オ
に
匂
ふ
菊
の
花

（
東
京
都
東
町
校
五
年
男
子
、
十
二
月
三
日
・
金
、
第
二
二
三
九
号
）

91

勝
報
に
山
々
の
色
も
金
銀
に

（
秋
田
県
下
阿
仁
校
六
年
男
子
、
同
前
）

92

秋
の
夜
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
か
な（
東
京
都
東
町
校
五
年
男
子
、
同
前
）

93

庭
さ
き
の
柿
の
葉
散
る
や
防
空
壕

（
埼
玉
県
所
沢
校
六
年
女
子
、
十
二
月
五
日
・
日
、
第
二
二
四
一
号
）

94

新
聞
に
今
日
も
戦
果
や
菊
の
花

（

�城
県
日
立
市
駒
王
校
五
年
男
子
、
十
二
月
十
二
日
・
日
、
第
二
二
四
七
号
）

95

名
月
を
眺
め
る
我
は
夜
行
軍

（
東
京
都
千
寿
第
三
校
高
一
男
子
、
同
前
）

96

月
光
を
あ
び
つ
つ
母
と
わ
ら
運
び

（
福
島
県
永
田
校
六
年
女
子
、
十
二
月
十
五
日
・
水
、
第
二
二
四
九
号
）

97

冬
の
夜
の
戦
勝
ラ
ジ
オ
に
は
く
手
す
る

（
東
京
都
幡
代
校
六
年
女
子
、
同
前
）

98
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
偲
ぶ
冬
の
月

（
同
前
、
十
二
月
十
七
日
・
金
、
第
二
二
五
一
号
）

以
下
、
作
品
の
「
戦
時
下
」
を
検
討
す
る
。

79

馬
鈴

�を
掘
る
面
白
さ
実
習
畑

82

名
月
を
父
も
比
島
で
を
が
む
で
せ
う
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83

戦
へ
る
父
に
月
見
の
知
ら
せ
書
く

95

名
月
を
眺
め
る
我
は
夜
行
軍

96
月
光
を
あ
び
つ
つ
母
と
わ
ら
運
び

以
上
の
五
作
品
は
、
作
者
の
児
童
が
行
為
行
動
等
の
主
体
で
あ
る
作
品
。

第
七
九
句
、
馬
鈴

�を
掘
る
児
童
の
一
人
が
作
者
で
あ
る
が
、
そ
の
畑
が
「
実

習
畑
」。
食
糧
増
産
の
た
め
、
国
民
学
校
で
は
「
実
習
畑
」
を
設
定
し
て
い
た
。

第
八
二
句
以
下
の
、「
名
月
」「
月
見
」、「
月
光
」
は
、
掲
載
時
期
か
ら
推
測
す

る
と
、
中
秋
の
名
月
か
。
父
は
、
名
月
の
頃
、「
比
島
」
に
い
る
。

「
比
島
」
は
、
昭
和
十
八
年
十
月
十
四
日
に
独
立
を
宣
言
し
た
「
フ
ィ
リ
ピ
ン

共
和
国
」
で
、
そ
れ
ま
で
は
日
本
軍
の
軍
政
下
に
あ
っ
た
。

「
戦
へ
る
」
父
へ
は
、
慰
問
文
で
「
お
月
見
」
を
知
ら
せ
、
「
夜
行
軍
」
で
「
名

月
」
を
眺
め
た
児
童
も
い
た
。
「
夜
行
軍
」
は
、
心
身
鍛
錬
の
た
め
の
夜
間
の
行

動
訓
練
。

第
九
六
句
で
は
、
母
と
「
わ
ら
運
び
」
だ
。
父
は
軍
隊
で
、
家
業
は
母
が
支
え
、

六
年
生
の
少
女
も
立
派
な
働
き
手
。「
月
光
を
あ
び
つ
つ
」
は
、「
中
秋
の
名
月
」

だ
か
ら
で
は
な
く
、
食
糧
増
産
は
、
月
明
か
り
の
中
で
の
農
作
業
と
も
な
っ
た
と

い
う
こ
と
。

80

管
制
の
町
静
か
な
り
月
一
つ

86

探
照
灯
二
す
じ
三
す
じ
天
の
川

87

明
治
節
菊
の
香
り
も
い
や
ま
し
て

93

庭
さ
き
の
柿
の
葉
散
る
や
防
空
壕

以
上
の
四
作
品
は
、
作
者
の
児
童
が
日
常
の
生
活
環
境
で
見
聞
き
し
た
内
容
の

作
品
。

第
八
〇
句
の
「
管
制
」
は
、「
灯
火
管
制
」。
夜
間
空
襲
の
目
安
に
な
ら
な
い
よ

う
、
灯
火
を
黒
い
布
な
ど
で
覆
い
、
光
が
外
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
外
に
出

て
み
る
と
、
家
並
の
明
か
り
は
見
え
ず
、
明
る
い
の
は
月
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
。第
八
六
句
、
夜
間
、
空
を
眺
め
て
い
る
と
、
天
の
川
に
向
け
て
、
「
探
照
灯
」

の
光
線
が
二
筋
三
筋
、
行
き
交
っ
て
い
た
。
「
戦
時
下
」
、
「
探
照
灯
」
は
海
軍
の

用
語
で
あ
り
、
陸
軍
で
は
「
照
空
灯
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

作
者
の
児
童
に
と
っ
て
は
海
軍
で
の
呼
び
方
が
慣
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

第
八
七
句
「
明
治
節
」
は
、
昭
和
前
期
の
祝
日
の
一
つ
。
明
治
天
皇
の
遺
徳
を

偲
び
、
明
治
時
代
を
追
慕
す
る
目
的
で
明
治
天
皇
の
誕
生
日
（
十
一
月
三
日
）
を

「
明
治
節
」
と
し
て
制
定
。
新
年
節
（
一
月
一
日
）
、
紀
元
節
（
二
月
十
一
日
）
、

天
長
節
（
四
月
二
十
九
日
）、「
明
治
節
」
を
四
大
節
と
し
、
学
校
や
官
公
庁
等
で

は
奉
祝
式
が
行
わ
れ
た
。
作
者
の
児
童
も
式
典
に
参
列
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

第
九
三
句
「
防
空
壕
」
は
、
空
襲
へ
の
備
え
で
あ
り
、
自
宅
の
「
庭
さ
き
」
に

設
置
さ
れ
、
そ
の
上
に
柿
の
落
葉
が
散
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
「
防
空
壕
」
を

設
置
す
る
ほ
ど
空
襲
が
懸
念
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

81

秋
空
に
は
る
か
に
見
ゆ
る
銀
の
翼

84

荒
鷲
の
兄
帰
り
来
ぬ
航
空
日

85

模
型
機
を
追
ひ
行
く
と
ん
ぼ
秋
の
空

こ
れ
ら
三
作
品
は
、
戦
闘
機
に
纏
わ
る
作
品
。

第
八
一
句
は
、
秋
空
の

遠
く
に
「
銀
の
翼
」
、
戦

闘
機
が

飛
ん
で
い
る
の
を
見

つ
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
第
八
四
句
と
同
じ
作
者
の
作
品
。
と
い
う
こ
と

か
ら
、
た
だ

単
に
、
「
銀
の
翼
」
を
見
つ
け
た
と
言
う
こ
と
に

止
ま
ら
ず
、
兄
が

操
縦
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
。

第
八
四
句
は
、
航
空
記
念
日
に
「
荒
鷲
」
の
搭
乗
員
で
あ
る
兄
が
里
帰
り
を
し

た
と
い
う
こ
と
。

「
少

國
民
新
聞
」
は
、
昭
和
十
八
年
九
月
十
九
日
（
日

・
第
二
一
七
五

号
）
第

二
面
に
「
あ
す
は
航
空
日
」、「

雛
鷲
が
郷
土
を
訪
問
大
空
に
仰
ぐ
兄
さ
ん
の
姿
」

を
掲
載
し
、
翌
二
十
日
の
「
空
の
記
念
日
」
に
、
陸
軍
で
は
全
国
の
各
飛
行
学
校

の
少
年

飛
行

兵
が

郷
土

訪
問

飛
行
を
行
う
と

予
告
し
た
。
そ
の

飛
行
で
は
、
「

神

州
男
児
よ
空
へ
」
の
ビ
ラ
を
飛
行
機
か
ら
撒
く
こ
と
も
知
ら
さ
れ
た
が
、
ビ
ラ
を

撒
く

飛
行
は
、
「
少
年

飛
行

兵
の

募
集
」
が
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
い
、

高
等

科
二

年
、
す
な
わ
ち
、
満
十
四
歳
か
ら
応
募
可

能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）
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た
。
ま
た
、
こ
の
「
郷
土
訪
問
飛
行
」
は
、
事
前
に
飛
行
士
宅
に
も
知
ら
さ
れ
、

「
喜
び
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
ゐ
ま
す
」
と
記
し
て
い
た
。

「
少
國
民
新
聞
」
の
同
じ
九
月
十
九
日
第
二
面
に
は
、「
陸
軍
少
年
飛
行
兵
」
の

募
集
ビ
ラ
の
写
真
を
添
え
て
、「
高
等
科
二
年
か
ら
空
へ
少
年
飛
行
兵
の
募
集
」

記
事
が
掲
載
さ
れ
、「
今
こ
そ
皆
さ
ん
は
、
あ
こ
が
れ
の
大
空
に
行
け
る
の
で
す
。

空
こ
そ
我
等
の
決
戦
場
で
す
。」
と
、「
少
年
飛
行
兵
」
へ
の
応
募
を
呼
び
か
け
た
。

第
八
五
句
の
「
模
型
機
」
は
模
型
飛
行
機
の
こ
と
。
作
品
は
、
秋
の
空
に
飛
ば

さ
れ
た
模
型
飛
行
機
を
と
ん
ぼ
が
追
い
か
け
て
行
っ
た
と
い
う
、
「
戦
時
下
」
の

風
景
と
は
縁
が
遠
い
内
容
と
も
思
え
る
が
、
模
型
飛
行
機
を
飛
ば
す
こ
と
が
「
戦

時
下
」
の
光
景
と
い
う
こ
と
。

「
少
國
民
新
聞
」
の
「
あ
す
は
航
空
日
」
と
同
じ
紙
面
（
前
出
）
に
、「
け
ふ
全

国
で
模
型
機
大
会
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
こ
の
模
型
機
大
会
が
「
第
四
回
航
空

日
を
記
念
す
る
」
も
の
で
、
競
技
終
了
後
に
は
「
お
兄
さ
ん
荒
鷲
の
編
隊
飛
行
」

が
あ
る
と
予
告
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
模
型
飛
行
機
と
戦
闘
機
・
荒
鷲
と
は

�兄
弟

�と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
模
型
飛
行
機
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
第

六
三
句
の
検
討
に
記
し
た
。

88

神
前
に
告
ぐ
る
戦
果
や
秋
晴
れ
て

89

秋
の
夜
の
戦
果
に
つ
ど
ふ
ラ
ジ
オ
か
な

90

大
戦
果
ラ
ジ
オ
に
匂
ふ
菊
の
花

91

勝
報
に
山
々
の
色
も
金
銀
に

92

秋
の
夜
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
か
な

94

新
聞
に
今
日
も
戦
果
や
菊
の
花

97

冬
の
夜
の
戦
勝
ラ
ジ
オ
に
は
く
手
す
る

98

ア
ッ
ツ
島
玉
砕
偲
ぶ
冬
の
月

以
上
の
八
作
品
は
、
戦
況
に
纏
わ
る
作
品
。

第
九
四
句
「
新
聞
に
今
日
も
戦
果
」
は
、
十
二
月
十
二
日
の
掲
載
で
あ
り
、
作

句
及
び
投
稿
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
第
二
次
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
航
空
戦
大

戦
果
追
加
発
表
」
掲
載
の
十
一
月
十
一
日
か
ら
作
品
掲
載
の
一
週
間
前
の
十
二
月

七
日
の
「
少
國
民
新
聞
」
に
は
、
第
一
面
で
次
の
よ
う
な
「
戦
果
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
。

「
陸
鷲
も
各
地
で
大
活
躍
ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
国
境
の
敵
前
線
基
地
を
猛
爆
撃
」

（
十
一
月
十
二
日
・
土
、
第
二
二
二
二
号
）

「
第
五
次
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
航
空
戦

空
母
三
、
巡
艦
等
四
を
ま
た
も
海
鷲

が
轟
撃
沈
」（
十
一
月
十
八
日
・
木
、
第
二
二
二
六
号
）

「
捕
虜
・
死
体
七
千
六
百
洞
庭
湖
西
方
の
戦
果
揚
る
」（
十
一
月
二
十
日
・
土
、

第
二
二
二
八
号
）

「
敵
の
空
母
群
を
撃
砕
第
二
次
第
三
次
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
沖
航
空
戦
」（
十
一

月
三
十
日
・
火
、
第
二
二
三
六
号
）

「
空
母
等
四
隻
を
轟
沈
破

海
鷲
ま
た
も
敵
艦
隊
猛
攻

第
四
次
ギ
ル
バ
ー
ト

諸
島
沖
航
空
戦
」（
十
二
月
二
日
・
木
、
第
二
二
三
八
号
）

「
常
徳
の
東
南
部
も
占
領

武
器
食
糧
に
欠
乏
の
敵
軍
」（
十
二
月
四
日
・
土
、

第
二
二
四
〇
号
）

「
空
母
三
隻
を
轟
撃
沈
第
六
次
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
航
空
戦
」（
十
二
月
七
日
・

火
、
第
二
二
四
二
号
）

「
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
を

ね
ら
ふ
敵
の
空
母
群
を
撃

滅
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
沖
航

空
戦
」（
同
前
）

将
に
、「
今
日
も
戦
果
」
で
あ
る
。

第
九
八
句
「
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
」
が
、
「
少
國
民
新
聞
」
で
知
ら
さ
れ
た
の
は
、

こ
の
年
六
月
一
日
（
火
・
第
二

〇
八

〇
号
）
。
「
大
戦
果
」
が
あ
り
、
「
戦
勝
」
が

あ
っ
て
も
、
ア
ッ
ツ
島
の
「
玉
砕
」
を
忘
れ
な
い
で
い
る
児
童
が
い
た
と
い
う
こ

と
だ
。

以
上
、「
投
稿
・
俳
句
」
作
品
の
う
ち
、「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
作
品
に
つ

い
て
、「
戦
時
下
」
の
内
容
を
検
討
し
て

き
た
。

そ
れ
は
、
児
童
自
身
が
「
戦
時
下
」
故
の
行
為
行
動
等
の
主
体
で
あ
っ
た
り
、

日
常
の
生
活
環
境
が
「
戦
時
下
」
故
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
公
表
さ
れ
る
戦
況
に

心
を
躍
ら
せ
て
の
作
句
で
あ
っ
た
。
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「
特
集
・
俳
句
」

第
四
四
半
期
に
は
、「
俳
句
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
他
に
、「
戦
時
下
」
を

内
容
と
す
る
標
題
の
も
と
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
特
集
・
俳
句
」

と
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

特
集
「
ア
ッ
ツ
島
を
思
ひ
て
」

特
１
霧
深
く
将
兵
悉
く
玉
砕
す

特
２
ア
ッ
ツ
島
最
期
の
決
や
霧
の
中

こ
の
二
作
品
は
、
十
一
月
三
日
（
水
・
第
二
二
一
三
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
岩

手
県
宿
戸
校
高
等
科
二
年
男
子
二
人
の
作
品
。

「
少
國
民
新
聞
」
に
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
の
玉
砕
が
報
道
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
年

六
月
一
日
。
そ
れ
以
降
、
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
の
玉
砕
に
関
す
る
課
題
で
の
募
集
は

見
当
た
ら
す
、
ま
た
、
こ
の
課
題
が
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
応
募
が

一
校
だ
け
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
こ
の
課
題
で
の
応
募
は
、
掲
載
さ
れ
た
岩

手
県
宿
戸
校
高
等
科
二
年
で
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

特
集
「
戦
果
を
讃
へ
て
」

特
３
秋
空
に
輝
く
今
朝
の
大
戦
果

特
４
大
戦
果
秋
空
高
く
日
章
旗

特
５
元
帥
の
う
ら
み
を
晴
ら
す
今
朝
の
秋

以
上
は
、
東
京
都
誠
之
校
六
年
女
子
一
人
の
作
品
。

「
戦
果
を
讃
へ
て
作
品
に
誓
ふ
固
い
決
意
」（
十
一
月
十
二
日
・
金
、
第
二
二

二
一
号
）
に
、
そ
の
経
緯
が
あ
る
。

敵
戦
艦
の
主
力
を
粉
み
ぢ
ん
に
打
ち
く
だ
い
た
第
一
次
、
第
二
次
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
ル
島
沖
航
空
戦
の
大
戦
果
に
は
一
億
国
民
は
こ
の
上
な
い
感
激
に
ひ
た

り
ま
し
た
。
わ
け
て
も
、
明
日
の
日
本
を
背
負
ふ
少
国
民
の
感
銘
は
、
一
し

ほ
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
感
激
、
そ
の
喜
び
、
そ
し
て
そ
れ
に
お

こ
た
へ
す
る
固
い
誓
ひ
は
、
雄
々
し
い
作
品
と
な
つ
て
、
少
國
民
新
聞
の
編

集
部
に
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

「
少
國
民
新
聞
」
は
、
十
一
月
六
日
（
土
・
第
二
二
一
六
号
）
第
一
面
に
「
わ

が
海
軍
輝
く
大
戦
果

艦
船
五
十
八
（
以
上
）
を

�る
」
の
見
出
し
で
、
「
痛
快

極
り
な
い
皇
軍
の
大
戦
果
が
、
五
日
十
五
時
（
午
後
三
時
）
大
本
営
か
ら
、
次
の

よ
う
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。」
と
報
道
し
た
。

ま
た
、
同
紙
は
、
十
一
月
十
日
（
水
・
第
二
二
一
九
号
）
一
面
で
「
真
珠
湾
以

来
の
大
戦
果

第
二
次
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
航
空
戦
」
（
九
日
十
六
時
大
本
営
発

表
）
を
、
翌
十
一
日
（
木
・
第
二
二
二
〇
号
）
第
一
面
で
「
第
二
次
ブ
ー
ゲ
ン
ビ

ル
島
沖
航
空
戦
大
戦
果
追
加
発
表

大
破
の
戦
艦
は
撃
沈
」
（
十
日
十
五
時
大
本

営
発
表
）
を
掲
載
し
た
。

特
５
「
元
帥
の
う
ら
み
」
は
、
山
本
五
十
六
連
合
艦
隊
司
令
長
官
の
戦
死
の
こ

と
。「
少
國
民
新
聞
」
は
、
五
月
二
十
二
日
（
土
・
第
二
〇
七
二
号
）
第
一
面
で
、

山
本
五
十
六
大
将
が
「
本
年
四
月
前
線
で
作
戦
を
指
導
中
」
に
戦
死
し
、
そ
の
後
、

「
元
帥
」
と
な
り
「
国
葬
」
を
賜
っ
た
と
報
道
し
て
い
た
。

ま
た
、
「
う
ら
み
を
晴
ら
」
し
た
の
が
、
後
任
の
連
合
艦
隊
司
令
長
官
と
な
っ

た
古
賀
峰
一
大
将
。
「
少
國
民
新
聞
」
は
、
十
一
日
の
「
大
戦
果
追
加
発
表
」
の

記
事
に
合
わ
せ
て
「
厳
た
り
、
古
賀
連
合
艦
隊
司
令
長
官
」
の
見
出
し
に
、
作
戦

考
案
中
の

写
真
を

添
え
、
「
今
つ
ひ
に
真
珠
以
来
の
大
戦
果
を
あ

げ
た
」
と
報

じ

た
。特
５
「
元
帥
の
う
ら
み
を
晴
ら
す
」
は
、
十
一
月
十
二
日
の
掲
載
で
あ
っ
た
か

ら
、
前
日
の
十
一
日
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
読
ん
で
の
作
句
と
は
考
え
ら
れ
な
い

が
、
こ
の
度
の
大
戦
果
が
、
山
本
五
十
六
元
帥
の
「
仇
を
討
つ
」（「
厳
た
り
、
古

賀
連
合
艦
隊
司
令
長
官
」
）
も
の
と
の
思
い
が

広
く
国
民
に

伝
え
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
。

特
集
「
三
度
感
激
の
日
を
迎
へ
て
」

特
６
戦
艦
も
空
母
も
沈
め
冬
に
入
る

特
７

街
路
樹
の
も
み
ぢ
美
し
学
徒
征
く

特
８

寒
菊
を
九
軍
神
の
霊
前
に

特
９

菊
の
香
や
聖
戦
二
年
の
今
日
晴
れ
て

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）
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特

10

初
氷
三
度
む
か
へ
し
奉
戴
日

特

11

初
霜
や
十
二
月
八
日
め
ぐ
り
来
ぬ

こ
の
六
作
品
は
、
十
二
月
八
日
（
水
・
第
二
二
四
三
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
東

京
都
幡
代
校
六
年
女
子
五
人
の
作
品
。

「
三
度
感
激
の
日
」
は
、
二
年
前
の
十
二
月
八
日
の
「
真
珠
湾
攻
撃
の
日
」
の

こ
と
で
、「
三
度
感
激
の
日
を
迎
へ
て
」
を
総
題
目
と
し
て
、「
綴
方
」「
詩
」「
短

歌
」
が
掲
載
さ
れ
、「
俳
句
」
全
六
句
は
、
東
京
都
幡
代
校
六
年
女
子
の
み
で
あ
っ

た
。特
６
「
戦
艦
も
空
母
も
沈
め
」
と
の
記
事
が
「
少
國
民
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た

の
は
、
十
一
月
三
十
日
（
火
・
第
二
二
三
六
号
）
に
「
敵
の
空
母
群
を
撃
砕
」
、

「
巡
洋
艦
三
隻
も
同
時
に
撃
沈
破
」
の
見
出
し
に
よ
る
「
第
二
次
第
三
次
ギ
ル
バ
ー

ト
諸
島
沖
航
空
戦
」
の
戦
果
。

ま
た
、
十
二
月
二
日
（
木
・
第
二
二
三
八
号
）
に
は
、
「
空
母
等
四
隻
を
轟
沈

破
海
鷲
・
ま
た
も
敵
艦
隊
猛
攻
」
の
見
出
し
で
、
「
第
四
次
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

沖
航
空
戦
」
の
戦
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

特
７
「
学
徒
征
く
」
は
、
「
学
徒
出
陣
」
の
こ
と
。
政
府
は
、
こ
の
年
十
月
二

日
に
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
」
を
公
布
。
理
工
医
系
教
員
養
成
学
校
以
外
の

大
学
・
初
等
専
門
学
校
の
満
二
十
歳
に
達
し
た
学
生
・
生
徒
を
徴
兵
す
る
こ
と
と

し
、
十
月
二
十
一
日
、
明
治
神
宮
外
苑
陸
上
競
技
場
で
「
出
陣
学
徒
の
壮
行
会
」

が
開
か
れ
た
。

特
８
「
九
軍
神
」
は
、
二
年
前
の
「
真
珠
湾
攻
撃
」
に
特
殊
潜
航
艇
で
参
加
し
、

戦
死
し
た
九
人
の
特
別
攻
撃
隊
隊
員
の
こ
と
。
大
本
営
は
、
昭
和
十
七
年
三
月
六

日
に
「
九
勇
士
」
と
し
て
氏
名
を
公
表
し
、
新
聞
は
「
九
軍
神
」
と
神
格
化
し
た
。

特

10「
奉
戴
日
」
は
、
「
大
詔
奉
戴
日
」
の
こ
と
。
「
真
珠
湾
攻
撃
」
に
際
し

「
米
英
に
宣
戦
を
布
告
」
し
た
十
二
月
八
日
の
「
宣
戦
の
大
詔
」
を
戦
意
高
揚
の

目
的
か
ら
、
毎
月
八
日
を
「
大
詔
奉
戴
日
」
と
し
た
。「
三
度
む
か
へ
し
」
と
は
、

「
大
詔
の
奉
戴
」
が
三
年
目
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
。

特
集
「
玉
砕
部
隊
の
霊
に
誓
ふ
」

特

12

聖
戦
の
歴
史
に
残
る
マ
キ
ン
島

こ
の
作
品
は
、
十
二
月
二
十
二
日
（
水
・
第
二
二
五
五
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
、

東
京
都
日
比
谷
校
六
年
男
子
の
作
品
。

こ
の
特
集
で
は
、
「
綴
方
」
「
詩
」
「
書
方
」
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
作
品
は

こ
の
一
句
の
み
。

特
集
「
玉
砕
部
隊
の
霊
に
誓
ふ
」
は
、「
ア
ッ
ツ
玉
砕
を
聞
い
て
か
ら
半
年
目
、

私
達
は
、
再
び
玉
砕
の
報
を
、
南
海
の
タ
ワ
ラ
、
マ
キ
ン
両
島
か
ら
聞
き
ま
し
た
。」

と
始
ま
り
、「
仇
は
必
ず
討
つ
」
の
決
意
を
作
品
に
見
る
と
い
う
も
の
。

マ
キ
ン
島
守
備
隊
が
十
一
月
二
十
四
日
、
翌
二
十
五
日
に
は
タ
ワ
ラ
島
守
備
隊

の
、
併
せ
て
五
千
四
百
余
人
が
玉
砕
し
た
（『
昭
和
二
万
日
の
全
記
録
』
第
六
巻
、

前
出
）。

特
集
「
皇
太
子
様
を
寿
ぎ
奉
る
」

特

13

ご
た
ん
じ
や
う
日
菊
の
香
り
も
い
や
ま
し
て

特

14

御
誕
生
日
こ
と
ほ
ぐ
朝
や
霜
晴
れ
て

こ
の
作
品
は
、
十
二
月
二
十
三
日
（
木
・
第
二
二
五
六
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
、

東
京
都
幡
代
校
六
年
女
子
二
人
の
作
品
。
「
綴
方
」
、
「
短
歌
」
と
と
も
に
掲
載
さ

れ
、
「
俳
句
」

欄
で
の
見
出
し
は
「
よ
き
日
を

祝
ひ
て
」
。
幡
代
校
か
ら
は
、
「
綴

方
」
一
作
品
と
「
短
歌
」
の
全
掲
載
作
品
三

首
、
「
俳
句
」
の
全
掲
載
作
品
二
句

と
「
書
方
」
一
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
掲
載
が
、
誕
生
日

の
十
二
月
二
十
三
日

当
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

推
測
す
る
に
、
「
少
國
民
新
聞
」

か
ら
事
前
の
依
頼
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

特
集
「
三
度
感
激
の
日
を
迎
へ
て
」
の
全
六
句
も
幡
代
校
六
年
女
子
の
作
品
で
あ
っ

た
。以
上
、「
特
集
・
俳
句
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
玉
砕
、

大
戦
果
、
三
度
目
の
開
戦
記
念
日
の
戦
況
に
関
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
例
年
こ
の
日

に
掲
載
さ
れ
る
「
皇
太
子
」
の
誕
生
日
を
寿
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
第
四
四
半
期
の
「
投
稿
・
俳
句
」
は
、
八
一
作
品
で
あ
り
、「
戦
時
下
」
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色
を
内
容
と
す
る
作
品
が
二
〇
作
品
。
残
り
の
六
一
作
品
が
、
児
童
の
身
の
回
り

の
日
常
を
内
容
と
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。

・
稲
の
穂
に
お
く
朝
露
の
重
さ
か
な

（
山
形
県
地
見
置
屋
校
六
年
男
子
、
十
月
八
日
・
金
、
第
二
一
九
一
号
）

・
草
刈
り
を
休
め
ば
露
が
き
ら
き
ら
と

（
埼
玉
県
水
谷
校
高
二
男
子
、
同
前
）

・
朝
露
の
上
に
ひ
ろ
が
る
日
の
光

（
北
海
道
名
寄
校
五
年
女
子
、
十
月
二
十
二
日
・
金
、
第
二
二
〇
三
号
）

以
上
三
句
の
季
語
「
朝
露
」「
露
」
は
、
秋
。

「
稲
の
穂
に
」
は
、
朝
露
の
重
さ
を
言
い
な
が
ら
も
、
稲
穂
が
首
を
垂
れ
る
穂

の
実
り
を
詠
ん
だ
も
の
。

「
草
刈
り
を
」
で
は
、
高
等
科
二
年
生
が
露
が
光
っ
て
い
る
時
間
で
草
刈
り
を

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
い
わ
ゆ
る
朝
飯
前
の
草
刈
り
か
。

・
虫
の
音
に
薄
ら
寒
さ
の
ゆ
か
た
か
な

（
山
形
県
置
賜
農
学
校
一
男
子
、
十
月
二
十
七
日
・
水
、
第
二
二
〇
七
号
）

・
赤
と
ん
ぼ
金
波
の
上
を
越
え
て
行
く（
長
野
県
岡
谷
市
中
央
校
高
二
男
子
、
同
前
）

・
白
萩
の
ち
り
う
く
谷
戸
の
流
れ
か
な

（
神
奈
川
県
男
子
師
範
付
属
校
五
年
男
子
、
十
一
月
三
日
・
水
、
第
二
二
一
三
号
）

以
上
の
三
句
は
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
。

「
虫
の
音
に
」
は
、
虫
の
音
の
集
き
に
秋
の
深
ま
り
を
聞
き
、
浴
衣
で
は
薄
ら

寒
い
時
期
に
な
っ
た
こ
と
を
体
感
す
る
と
い
う
こ
と
。

「
赤
と
ん
ぼ
」
は
、
稲
が
刈
り
取
り
時
期
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

「
白
萩
の
」
は
、
小
川
の
流
れ
が
、
散
っ
た
白
萩
の
小
さ
な
花
を
運
ん
で
い
く
。

白
萩
の
季
節
は
す
ぎ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

・
稲
架
越
し
に
庭
も
明
る
く
柿
紅
葉

（
東
京
都
今
川
校
六
年
女
子
、
十
二
月
五
日
・
日
、
第
二
二
四
一
号
）

・
し
と
し
と
と
軒
打
つ
雨
や
柿
紅
葉

（
東
京
都
今
川
校
六
年
女
子
、
十
二
月
十
日
・
金
、
第
二
二
四
五
号
）

・
吟
行
や
も
み
ぢ
を
み
つ
つ
松
み
つ
つ

（
東
京
都
今
川
校
六
年
女
子
、
十
二
月
十
二
日
・
日
、
第
二
二
四
七
号
）

こ
の
三
句
の
作
者
は
、
同
じ
在
籍
校
だ
が
別
人
。
前
の
二
句
は
、
季
語
「
柿
紅

葉
」
で
の
作
句
が
課
題
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
。

「
吟
行
や
」
が
示
す
よ
う
に
、
今
川
校
で
は
俳
句
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
。

第
四
四
半
期
、
「
戦
時
下
」
以
外
の
作
品
で
は
、
作
者
の
児
童
は
、
前
の
四
半

期
同
様
、
季
節
の
中
で
五
感
を
澄
ま
せ
、
体
感
で
作
句
を
し
て
い
た
。

ま
た
、
東
京
都
今
川
国
民
学
校
で
は
、
こ
の
時
代
、
吟
行
に
よ
る
俳
句
教
育
の

実
践
が
行
わ
れ
て
も
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。

六
昭
和
十
八
年
「
俳
句
」
作
品
の
概
括

昭
和
十
八
年
に
掲
載
さ
れ
た
「
投
稿
・
俳
句
」
四
七
三
作
品
の
う
ち
、
作
品
内

容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
九
八
作
品
（
約
二
〇
・
七
％
）。

内
訳
は
、
第
一
四
半
期
で
は
一
一
二
作
品
中
三
〇
（
約
二
六
・
八
％
）。

第
二
四
半
期
で
は
一
八
四
作
品
中
三
〇
（
約
一
六
・
三
％
）。

第
三
四
半
期
で
は
九
六
作
品
中
一
八
（
約
一
八
・
八
％
）。

第
四
四
半
期
で
は
八
一
作
品
中
二
〇
（
約
二
四
・
七
％
）。

作
者
の
父
や
兄
、
親
族
が
入
営
・
出
征
中
の
、
い
わ
ば
「
戦
時
下
」
の
当
事
者

で
あ
る
作
品
は
、
第
一
四
半
期
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
四
半
期
に
は
、

「
戦
盲
の
兄
」
が
お
り
、
入
営
中
の
兵
隊
に
「
面
会
の
母
」
が
い
た
。
第
三
四
半

期
に
は
、
第
二
四
半
期
の
「
戦
盲
の
兄
」
が
い
た
。
第
四
四
半
期
に
は
、
「
戦
へ

る
父
」
が
お
り
、「
父
も
比
島
で
」
名
月
を
眺
め
、「
荒
鷲
の
兄
」
が
い
た
。
親
族

が
当
事
者
で
あ
る
の
は
「
戦
時
下
」
の
作
品
九
八
作
品
中
六
作
品
で
あ
り
、
約
七
・

一
％
。

肉
親
・
親
族
以
外
の
出
征
や
遺
骨
迎
え
は
、
第
一
四
半
期
に
は
三
作
品
、
第
二

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）
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四
半
期
三
作
品
、
第
三
と
第
四
四
半
期
に
は
掲
載
が
な
く
、
こ
の
一
年
で
六
作
品

で
あ
り
、
九
八
作
品
中
約
六
・
一
％
。

戦
勝
祈
願
、
武
運
長
久
の
神
社
参
拝
や
清
掃
は
、
第
一
四
半
期
三
作
品
、
第
二

四
半
期
四
作
品
、
第
三
四
半
期
五
作
品
で
あ
り
、
第
四
四
半
期
の
掲
載
は
な
く
、

こ
の
一
年
で
一
二
作
品
と
な
り
、
九
八
作
品
中
約
一
二
・
二
％
。

食
糧
・
資
源
増
産
に
関
わ
る
勤
労
奉
仕
は
、
第
一
四
半
期
は
縄
な
い
や
俵
編
み
、

麦
踏
が
四
作
品
、
第
二
四
半
期
は

�苅
、
田
植
え
、
豆
ま
き
、
わ
ら
び
刈
り
な
ど

一
〇
作
品
、
第
三
四
半
期
は
、
芋
植
え
、
桑
の
皮
む
き
の
二
作
品
、
第
四
四
半
期

は
馬
鈴

�掘
り
、
わ
ら
運
び
の
二
作
品
で
、
合
計
一
八
作
品
と
な
り
、
九
八
作
品

中
約
一
八
・
四
％
。

慰
問
文
・
慰
問
画
は
、
第
一
四
半
期
三
作
品
、
第
二
四
半
期
は
掲
載
な
し
、
第

三
四
半
期
一
作
品
、
第
四
四
半
期
一
作
品
で
、
合
計
五
作
品
と
な
り
、
九
八
作
品

中
約
五
・
一
％
。

以
上
、
作
者
自
身
が
内
容
に
関
わ
っ
た
作
品
は
、
合
計
で
四
七
作
品
と
な
り
、

九
八
作
品
中
約
四
八
％
。

戦
果
・
戦
況
に
つ
い
て
は
、
第
一
四
半
期
一
作
品
、
第
二
四
半
期
五
作
品
、
第

三
四
半
期
は
掲
載
な
し
、
第
四
四
半
期
八
作
品
で
、
合
計
一
四
作
品
と
な
り
、
九

八
作
品
中
約
一
四
・
三
％
。

こ
の
他
、
第
一
四
半
期
に
は
「
紀
元
節
」
が
四
句
、
第
四
四
半
期
「
明
治
節
」

が
一
句
の
、
合
計
五
作
品
と
な
り
、
九
八
作
品
中
約
五
・
一
％
。

「
投
稿
・
俳
句
」
に
お
け
る
「
戦
時
下
」
は
、
作
者
の
児
童
が
行
動
の
主
体
で

あ
る
勤
労
奉
仕
で
あ
り
、
児
童
が
気
に
か
け
て
い
る
の
は
戦
果
・
戦
況
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
、

�か
に
一
作
品
で
あ
っ
た
が
、
第
四
四
半
期
に

は
、
埼
玉
県
所
沢
校
六
年
女
子
の
「
庭
さ
き
の
柿
の
葉
散
る
や
防
空
壕
」
が
あ
り
、

防
空
壕
の
設
置
が
都
心
部
の
み
な
ら
ず
、
埼
玉
県
所
沢
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と

が
「
銃
後
」
を
物
語
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
児
童
に
と
っ
て
の
「
戦
時
下
」
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
「
特
集
・
俳
句
」
の
掲
載
は
第
四
四
半
期
の
み
で
あ
り
、
十
二
月
八
日

の
開
戦
記
念
日
、
二
十
三
日
の
皇
太
子
誕
生
日
の
、
恒
例
の
特
集
の
ほ
か
に
、
ア
ッ

ツ
島
、
マ
キ
ン
、
タ
ワ
ラ
島
の
「
玉
砕
」
を
「
特
集
」
し
た
と
こ
ろ
に
「
戦
時
下
」

の
様
相
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

・
霧
深
く
将
兵
悉
く
玉
砕
す

・
ア
ッ
ツ
島
最
期
の
決
や
霧
の
な
か

何
れ
も
岩
手
県
宿
戸
校
高
等
科
二
年
男
子
（
二
名
）
の
作
品
で
あ
り
、
作
句
・

掲
載
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
、「
玉
砕
」
は
、「
少
國
民
新
聞
」
に
お
い
て
報
知
さ

れ
、「
少
國
民
」
に
と
っ
て
の
「
戦
時
下
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

七
昭
和
十
八
年
「
図
画
」
作
品
の
位
相
と
展
開

「
図
画
」
に
は
、
作
者
が
投
稿
し
た
作
品
（
以
下
、
「
投
稿
・
図
画
」
）
と
課
題

の
も
と
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
（
以
下
「
特
集
・
図
画
」
）
が
あ
り
、
合
計
で
一
一

三
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。
内
訳
は
次
の
通
り
。

「
投
稿
・
図
画
」
「
特
集
・
図
画
」

第
一
四
半
期
（
四
作
品
）

（
二
三
作
品
）

第
二
四
半
期
（
一
六
作
品
）

（
三
作
品
）

第
三
四
半
期
（
二
九
作
品
）

（
九
作
品
）

第
四
四
半
期
（
九
作
品
）

（
二
〇
作
品
）

合
計
（
五
八
作
品
）

（
五
五
作
品
）

「
投
稿
・
図
画
」

「
投
稿
・
図
画
」
の
複
数
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
国
民
学
校
は
、
最
多
の
七
作
品

が
一
校
（

�城
県
逆
井
校
・
逆
井
山
校
三
年
生
六
名
）。

三
作
品
が
三
校
（

�城
県
日
立
市
駒
王
校
三
年
生
三
名
、
埼
玉
県
所
沢
校
二
・

三
・
四
年
生
各
一
名
、
北
海
道
幌
泉
校
四
年
生
二
名
）。

二
作
品
が
五
校
（
千
葉
県
船
橋
市

�飾
校
四
年
生
二
名
、
東
京
都
立
川
第
一
校

四
年
生
一
名
、
新
潟
県
高
田
市
本
町
校
・
同
東
本
町
校
二
・
三
年
生
一
名
、
北
海
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道
三
石
校
・
三
石
村
校
高
二
生
一
名
、
北
海
道
森
校
四
年
生
二
名
）

「
投
稿
・
図
画
」
の
複
数
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
、
二
作
品
が
四
名
（

�

城
県
逆
井
校
・
逆
井
山
校
三
年
生
、
東
京
都
立
川
第
一
校
四
年
生
、
北
海
道
幌
泉

校
四
年
生
、
北
海
道
三
石
校
・
三
石
村
校
高
二
生
）。

「
投
稿
・
図
画
」
の
絵
柄
は
、
風
景
画
（
二
一
作
品
）、
人
物
画
（
二
〇
作
品
）、

静
物
画
（
一
〇
作
品
）
、
戦
争
画
（
四
）
作
品
）
、
動
物
画
（
二
作
品
）
、
不
明

（
一
作
品
）。

戦
争
画
以
外
の
絵
柄
で
、
「
戦
時
下
」
を
絵
柄
と
す
る
の
は
人
物
画
に
八
作
品

が
あ
り
、
戦
争
画
と
合
計
で
一
四
作
品
と
な
り
、
「
投
稿
・
図
画
」
五
八
作
品
の

約
二
九
・
一
四
％
。

人
物
画
で
「
戦
時
下
」
の
絵
柄
は
、
防
火
訓
練
、
防
空
頭
巾
を
被
る
人
々
、
神

社
を
清
掃
し
て
い
る
児
童
、
神
社
に
参
拝
し
て
い
る
少
年
、
等
、
ラ
ジ
オ
の
前
で

万
歳
を
し
て
い
る
少
年
達
、
飛
行
機
を
見
上
げ
る
児
童
達
、
畑
で
の
勤
労
奉
仕
な

ど
。
な
お
、
六
月
十
八
日
と
八
月
十
八
日
の
、
神
社
の
境
内
を
清
掃
し
て
い
る
作

品
は
同
じ
作
者
の
、
同
じ
絵
柄
の
作
品
。

戦
争
画
は
、
煙
を
た
て
て
沈
没
し
て
行
く
艦
船
、
戦
車
と
飛
行
機
の
交
戦
な
ど
。

「
投
稿
・
図
画
」
で
、
「
戦
時
下
」
を
絵
柄
と
し
な
い
作
品
は
、
田
園
風
景
、
山

脈
、
立
木
と
家
屋
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
り
、
果
物
、
野
菜
や
花
の
静
物
画
の
ほ

か
、
犬
を
描
い
た
作
品
な
ど
、
作
者
の
身
の
回
り
の
絵
柄
で
あ
っ
た
。

人
物
画
で
、
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
し
な
い
作
品
で
は
、
校
庭
や
教
室
で
の
児

童
、
田
植
え
の
様
子
な
ど
の
絵
柄
で
、
作
者
が
目
に
し
た
風
景
が
絵
柄
と
な
っ
て

い
た
。

「
特
集
・
図
画
」

以
下
、
掲
載
順
に
「
第
一
特
集
」「
第
二
特
集
」
な
ど
と
し
た
。

第
一
特
集
「
機
械
工
作
図
画
」
の
応
募
締
め
切
り
は
二
月
十
五
日
で
、
審
査
結

果
の
発
表
は
三
月
五
日
（
金
・
第
二
〇
〇
五
号
）
。
応
募
総
数
は
「
東
西
合
は
せ

て
一
万
三
千
二
百
六
十
七
点
」。「
東
西
合
は
せ
て
」
と
あ
る
の
は
、
東
日
本
を
配

達
範
囲
と
す
る
「
少
國
民
新
聞
」
（
東
京
）
と
西
日
本
を
範
囲
と
す
る
「
少
國
民

新
聞
」
（
大
阪
）
の
合
同
企
画
で
あ
り
、
三
月
五
日
か
ら
三
月
二
十
八
日
（
日
・

第
二
〇
二
五
号
）
に
か
け
て
、
最
優
秀
作
五
点
と
入
選
作
一
八
点
の
、
合
計
二
三

点
が
掲
載
さ
れ
た
。

最
優
秀
作
の
絵
柄
は
、
飛
行
機
工
場
、
時
計
、
映
写
機
、
分
廻
し
（
分
度
器
）、

機
関
車
昇
降
機
を
画
題
と
す
る
五
点
。

入
選
作
品
一
八
点
は
、
工
場
で
働
い
て
い
る
人
々
、
工
作
機
械
の
ほ
か
、
蒸
気

機
関
車
な
ど
、
児
童
が
機
械
工
場
で
目
に
し
た
も
の
が
絵
柄
と
な
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。

第
二
特
集
は
「
作
品
の
学
校
特
集
」。

掲
載
さ
れ
た
六
月
十
八
日
（
金
・
第
二
〇
九
五
号
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
「
特

集
」
意
図
が
あ
る
。

「
作
品
の
学
校
特
集
」
を
、
時
々
の
せ
る
こ
と
を
、
前
に
お
約
束
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
は
う
ぼ
う
の
学
校
か
ら
、
日
頃
の
勉
強
の
結
果
を
ま
と

め
て
、
作
品
を
送
つ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
け
ふ
は
、
そ
の
第
一
回
と

し
東
京
の
氷
川
校
を
の
せ
ま
す
。

こ
の
特
集
に
は
、
「
綴
方
」
「

詩
」
「

短
歌
」
「

書
方
」
と
合

わ
せ
て
、
「
図
画
」

が
三
点
掲
載
さ
れ
た
。
戦
闘
機
が
撃
ち
落
さ
れ
る
絵
柄
、
勤
労
奉
仕
の
農
作
業
、

境
内
を
清
掃
す
る
児
童
た
ち
で
あ
り
、
何
れ
も
「
戦
時
下
」
の
絵
柄
で
あ
っ
た
。

第
三
特
集
は
「
海
と
艦
船
」。

九
月
五
日
（
日
・
第
二
一
六
三
号
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
「
特
集
」
意
図
が
あ

る
。

少
國
民
新
聞
が
、
日
本
海
運
報
国
会
や
日
本
少
国
民
文
化
協
会
、
そ
の
他

と
力
を
合
は
せ
て
、
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た
「
海
と
艦
船
」
の
作
品
の
う
ち

図
画
の
入
選
が
き
ま
り
ま
し
た
。

九
月
五
日
に
は
、
画
題
「
船
を
作
る
」（

逓
信
大
臣
賞
）、「

水
兵
さ
ん
」（

文
部

大
臣
賞
）
が
掲
載
さ
れ
、
九
月
八
日
（
水
・
第
二
一
六
五
号
）
に
は
「
陸
戦
隊
」

（
海
軍
大
臣
賞
）、
九
月
十
日
（
金
・
第
二
一
六
七
号
）
に
は
、「
海
」（
大
東
亜
大

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）
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臣
賞
）、「
海
洋
筏
」（
情
報
局
総
裁
賞
）
の
、
合
計
五
点
が
掲
載
さ
れ
た
。

第
四
特
集
は
、
「
皇
軍
勇
士
慰
問
」
の
「
慰
問
絵
日
記
優
秀
作
」
で
、
九
月
二

十
九
日
（
水
・
第
二
一
八
三
号
）
か
ら
十
月
二
十
九
日
（
金
・
第
二
二
〇
九
号
）

ま
で
、
二
一
作
品
が
「
日
記
」
と
共
に
「
絵
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

「
日
記
」
と
い
う
性
質
か
ら
、
複
数
日
の
「
日
記
」
に
添
え
て
、
複
数
の
「
図

画
」
が
掲
載
さ
れ
、「
日
記
」
に
は
絵
柄
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
た
。

第
一
回
（
九
月
二
十
九
日
）
で
は
、
八
月
五
日
魚
釣
り
（
二
点
）
、
六
日
「
召

集
日
」
の
体
操
、
十
一
日
水
泳
の
四
点
が
掲
載
さ
れ
た
。
作
者
は
、
群
馬
県
館
林

南
校
六
年
男
子
。

第
二
回
（
十
月
一
日
・
金
、
第
二
一
八
五
号
）
は
、
東
京
都
戸
山
校
三
年
女
子

の
、
七
月
二
十
一
日
お
花
屋
さ
ん
ご
っ
こ
と
同
二
十
四
日
金
魚
を
買
っ
て
金
魚
鉢

で
泳
が
せ
て
い
る
絵
柄
の
二
点
。

第
三
回
（
十
月
六
日
・
水
、
第
二
一
八
九
号
）
は
、
北
海
道
美
流
渡
校
高
二
男

子
の
、
八
月
一
日
宮
城
遥
拝
、
同
二
日
軍
馬
の
飼
葉
刈
り
、
同
三
日
相
撲
大
会
、

同
四
日
水
泳
場
で
の
飛
込
み
、
同
五
日
炭
鉱
で
の
勤
労
奉
仕
の
合
計
五
点
。

第
四
回
（
十
月
八
日
・
金
、
第
二
一
九
一
号
）
は
、
宮
城
県
須
江
校
四
年
女
子
、

八
月
十
日
鶏
の
世
話
の
一
点
。

第
五
回
（
十
月
十
五
日
・
金
、
第
二
一
九
七
号
）
は
、
静
岡
県
沼
津
市
第
三
校

六
年
女
子
の
、
七
月
二
十
一
日
早
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
八
月
七
日
「
か
ん
し
所
へ

慰
問
」、
同
十
五
日
神
社
で
の
必
勝
祈
願
の
、
三
点
。

第
六
回
（
十
月
二
十
日
・
水
、
第
二
二
〇
一
号
）
は
、
千
葉
県
銚
子
市
高
神
校

六
年
男
子
の
、
八
月
七
日
入
浴
、
同
八
日
青
少
年
団
旗
を
掲
げ
る
少
年
の
、
二
点
。

第
七
回
（
十
月
二
十
二
日
・
金
、
第
二
二
〇
三
号
）
は
、
神
奈
川
県
西
秦
野
校

六
年
男
子
の
、
八
月
五
日
相
撲
大
会
、
同
十
六
日
出
征
兵
士
宅
で
の
勤
労
奉
仕
の
、

二
点
。

第
八
回
（
十
月
二
十
七
日
・
水
、
二
二
〇
七
号
）
は
、
岩
手
県
飯
岡
第
一
校
高

一
男
子
の
、
八
月
十
九
日
出
征
兵
士
宅
で
の
勤
労
奉
仕
一
点
と
、

�城
県
日
立
市

駒
王
校
三
年
男
子
の
、
八
月
十
六
日
戦
争
ご
っ
こ
一
点
の
、
合
計
二
点
。

第
九
回
は
、「
終
」。
十
月
二
十
九
日
（
金
・
第
二
二
〇
九
号
）
で
、
北
海
道
幌

北
校
五
年
女
子
の
、
八
月
七
日
七
夕
飾
り
に
武
運
長
久
の
短
冊
を
つ
る
す
児
童
た

ち
の
一
点
。
八
月
七
日
は
月
遅
れ
の
七
夕
。

第
五
特
集
は
、
「
戦
果
を
讃
へ
て
」
で
、
十
一
月
十
二
日
（
金
・
第
二
二
二
一

号
）
に
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。
絵
柄
は
、
日
本
軍
の
戦
闘
機
が
艦
船
を
爆
撃
し

て
い
る
様
子
と
大
戦
果
を
報
じ
る
ラ
ジ
オ
の
前
で
、
聞
き
入
る
家
族
と
万
歳
を
し

て
い
る
児
童
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
。

「
特
集
・
図
画
」
を
検
討
し
た
が
、「
機
械
工
作
図
画
」
の
一
八
点
と
「
海
と
艦

船
」
の
五
点
は
、
児
童
に
「
戦
時
下
」
を
体
現
さ
せ
る
「
大
人
」
の
意
図
が
透
け

て
見
え
よ
う
。

ま
た
、
二
二
点
に
及
ぶ
「
慰
問
絵
日
記
優
秀
作
」
の
掲
載
は
、
北
海
道
、
岩
手
、

宮
城
、
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
群
馬
、
静
岡
の
、
各
地
域
の
児
童
た
ち
の
夏
休

み
の
生
活
風
景
で
あ
り
、「
戦
時
下
」
で
の
児
童
の
姿
を
留
め
て
い
た
。

以
上
、

昭
和
十
八
年
の
「
図
画
」
の

位
相
と

展
開
を
検
討
し
て
き
た
が
、
「
戦

時
下
」
を
絵
柄
と
す
る
も
の
は
、「

投
稿
」
の
一
二
点
、「
特
集
」
の
総
て
の
五
五

点
で
、
合
計
六
七
点
と
な
り
、
こ
の
年
の
「
図
画
」
の
掲
載
数
一
一
三
点
の
内
、

約
五
九
・
二
九
％
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
読
者
で
あ
る
児
童
に
対
し
、
約
六
割
が
「
戦
時
下
」
を
絵
柄
と
す
る

も
の
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
「
図
画
」
の
掲
載
に
は
、

児
童
に
「
戦
時
下
」
を
意
識
づ
け
る
意
図
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

八
昭
和
十
八
年
「
書
方
」
作
品
の
位
相
と
展
開

「
書

方
」
に
は
、
作
者
が

投
稿
し
た
作
品
（

以
下
、
「

投
稿
・

書
方
」
）
が
四
一

一
作
品
と

課
題
の

も
と
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
（

以
下
「
特
集
・

書
方
」
）
が
一
五

作
品
あ
り
、
合
計
で
四
二
六
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。
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「
投
稿
・
書
方
」

「
投
稿
・
書
方
」
の
五
作
品
以
上
が
掲
載
さ
れ
た
国
民
学
校
は
、
最
多
の
二
八

作
品
が
一
校
（
東
京
都
大
森
区
入
新
井
第
二
校
六
年
生
一
四
名
、
五
年
生
二
名
）。

二
三
作
品
が
一
校
（
東
京
都
淀
橋
区
淀
橋
第
三
校
一
年
生
一
名
、
二
年
生
四
名
、

三
年
生
二
名
、
四
年
生
三
名
、
五
年
生
九
名
、
六
年
生
四
名
）。

一
一
作
品
が
一
校
（
宮
城
県
気
仙
沼
校
三
年
生
一
名
、
五
年
生
三
名
、
六
年
生

一
名
、
高
一
生
二
名
、
高
二
生
四
名
）。

七
作
品
が
二
校
（
秋
田
県
富
根
校
高
一
生
五
名
。
埼
玉
県
本
庄
校
一
・
二
年
生

二
名
）。

六
作
品
が
四
校
（
東
京
都
誠
之
校
、

�城
県
長
田
校
、
東
京
都
西
原
校
、
埼
玉

県
深
谷
校
）

五
作
品
が
六
校
（
静
岡
県
大
岡
校
、
同
興
津
校
、
山
梨
県
鏡
中
条
校
、
同
鰍
沢

校
、
埼
玉
県
川
越
市
第
三
校
、
北
海
道
札
比
内
校
）

「
投
稿
・
書
方
」
の
四
作
品
以
上
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
、
六
作
品
が
二
名

（

�城
県
波
崎
校
一
・
二
年
男
子
。
埼
玉
県
本
庄
校
一
・
二
年
男
子
）。

五
作
品
が
一
名
（
東
京
都
大
森
区
入
新
井
第
二
校
六
年
女
子
）。

四
作
品
が
一
名
（
東
京
都
大
森
区
入
新
井
第
二
校
六
年
女
子
）。

「
投
稿
・
書
方
」
四
一
一
作
品
で
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
字
句
の
作
品
は
、

一
四
六
。
掲
載
率
は
三
五
・
五
二
％
。

こ
の
内
、
同
一
の
字
句
で
、
最
多
の
一
三
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
「
皇
威
光

被
世
界
」。

秋
田
県
生
保
内
校
六
年
女
子
、
埼
玉
県
川
越
市
第
三
校
六
年
男
子
、
同
高
野
校

六
年
女
子
、
千
葉
県

�飾
校
六
年
男
子
二
名
、
東
京
都
大
森
区
入
新
井
第
二
校
六

年
女
子
四
名
、
東
京
市
第
一
亀
戸
校
六
年
男
子
、
東
京
都
渋
谷
西
原
校
六
年
女
子
、

北
海
道
函
館
市
東
川
村
校
六
年
生
、
宮
城
県
気
仙
沼
校
高
二
女
子
。

北
海
道
、
宮
城
県
、
秋
田
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
東
京
都
か
ら
の
投
稿
で
あ

り
、
広
く
東
日
本
の
六
年
生
男
女
の
児
童
の
作
品
と
し
て
採
用
と
な
っ
た
。
こ
の

字
句
は
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
第
二
次
近
衛
内
閣
に
よ
る
基
本
国
策
要
綱

「
八
紘
一
宇
」
の
内
容
で
あ
り
、
指
導
者
か
ら
は
、
戦
争
は
天
皇
陛
下
の
御
威
光

を
世
界
に
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
の
闘
い
だ
、
と
で
も
説
明
さ
れ
た
か
。

八
作
品
の
掲
載
が
、「
必
勝
の
信
念
は
必
死
の
訓
練
よ
り
生
ず
」。

北
海
道
美
唄
校
六
年
男
子
、
秋
田
県
十
文
字
校
六
年
男
子
、
岩
手
県

�澤
校
六

年
男
子
、
宮
城
県
師
範
女
子
部
付
属
校
六
年
女
子
、

�城
県
黒
子
校
六
年
女
子
、

同
浜
田
校
六
年
女
子
、
東
京
市
大
森
区
馬
込
校
六
年
女
子
、
東
京
都
有
馬
校
六
年

女
子
。

北
海
道
、
秋
田
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、

�城
県
、
東
京
都
の
六
年
男
女
子
の

字
句
で
あ
り
、
広
く
東
日
本
で
採
用
さ
れ
た
が
、
こ
の
字
句
は
、
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
一
）
一
月
八
日
に
東
条
英
機
陸
軍
大
臣
が
発
し
た
「
軍
人
勅
諭
」
の
実

践
を
目
的
と
し
て
公
布
し
た
行
動
規
範
で
あ
る
「
戦
陣
訓
」
「
本
訓
其
の
一
」
の

「
第
七

必
勝
の
信
念
」
の
一
節
で
あ
る
「
必
勝
の
信
念
は
、
千
磨
必
死
の
訓
練

に
生
ず
」
に
よ
る
。

六
作
品
の
掲
載
が
「
銃
後
職
場
奉
公
」。

秋
田
県
尾
去
沢
校
五
年
女
子
（
二
名
）
、
同
能
代
市
渟
城
第
二
校
五
年
男
子
、

東
京
市
麹
町
区
東
郷
校
五
年
女
子
、
東
京
都
淀
橋
第
三
校
五
年
女
子
、
栃
木
県
文

挟
校
五
年
女
子
。

秋
田
県
、
栃
木
県
、
東
京
都
と
、
広
が
り
は
限
定
的
と
も
い
え
よ
う
が
、
五
年

生
が
「
銃
後
」
の
「
職
場
」
で
「
奉
公
」
の
主
体
と
な
り
得
る
筈
も
な
い
が
、
戦

場
で
戦
っ
て
い
る
皇
軍
将
兵
の
辛
苦
を
思
い
、
銃
後
の
国
民
も
懸
命
な
報
国
が
必

要
で
、
皆
さ
ん
の
「
職
場
は
学
校
で
す
」
と
説
明
さ
れ
た
か
。

五
作
品
ず
つ
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
次
の
四
つ
の
字
句
。

「
大
君
の
へ
に
こ
そ
死
な
め
」

「
宮
城
前
旗
の
波
」

「
軍
功
感
状
上
聞
」

「
軍
用
犬
少
年
兵
」

「
大
君
の
」
は
、
東
京
都
入
新
井
第
二
校
五
年
（
二
名
）、
北
海
道
苫
小
牧
東
校

五
年
男
子
、
宮
城
県
気
仙
沼
校
高
二
女
子
（
二
名
）。

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）
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昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
作
曲
の
軍
歌
「
海
ゆ
か
ば
」
の
一
節
「
大
君
の
辺

に
こ
そ
死
な
め
」
で
あ
り
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
二
月
十
五
日
に
大
政

翼
賛
会
は
、
こ
の
軍
歌
を
「
国
民
の
歌
」
に
指
定
し
、
隣
組
常
会
な
ど
の
「
国
民

儀
礼
」
の
際
に
は
斉
唱
す
る
こ
と
と
し
た
。

「
宮
城
前
」
は
、
秋
田
県
湯
沢
校
四
年
男
子
、
東
京
市
小
石
川
区
明
化
校
四
年

男
子
（
三
名
）、
東
京
都
西
原
校
四
年
女
子
の
作
品
。

大
き
な
戦
勝
の
報
道
が
あ
る
と
、
皇
居
前
広
場
に
集
り
、
国
旗
を
打
ち
振
っ
て

祝
っ
た
。

「
軍
功
感
状
」
は
、
千
葉
県
金
谷
校
六
年
男
子
、
同
松
戸
市
南
部
校
六
年
男
子
、

東
京
市
入
新
井
第
二
校
六
年
女
子
（
二
名
）、
東
京
都
西
原
校
六
年
女
子
の
作
品
。

「
感
状
」
は
、
顕
著
な
戦
功
を
挙
げ
た
将
兵
に
司
令
官
な
ど
が
贈
る
栄
誉
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
を
天
皇
に
上
奏
（
上
聞
）
す
る
と
と
も
に
、
全
軍
に
布
告
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
た
。

「
軍
用
犬
少
年
兵
」
は
、
神
奈
川
県
横
浜
市
平
安
校
三
年
女
子
、
静
岡
県
大
岡

校
三
年
女
子
、
同
興
津
校
三
年
女
子
、
同
浜
松
市
元
城
校
三
年
男
子
、
東
京
都
誠

之
校
三
年
男
子
の
作
品
。

戦
争
で
は
、
大
人
や
人
間
だ
け
で
な
く
、
犬
も
少
年
も
必
死
で
戦
う
立
派
な
戦

力
だ
、
と
い
う
こ
と
か
。

四
作
品
ず
つ
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
次
の
二
つ
の
字
句
。

「
大
空
あ
ら
わ
し
」

「
皇
風
洽
六
合
」

「
大
空
あ
ら
わ
し
」
は
、

�城
県
長
田
校
二
年
女
子
、
静
岡
県
興
津
校
二
年
男

子
、
山
梨
県
鏡
中
条
校
二
年
男
子
、
宮
城
県
中
新
田
校
二
年
男
子
の
作
品
。

「
あ
ら
わ
し
」
は
、
陸
軍
の
戦
闘
機
「
荒
鷲
」。
こ
の
字
句
は
、
国
民
学
校
芸
能

科
習
字
の
第
二
学
年
十
月
に
配
当
さ
れ
て
い
た
。

「
皇
風
洽
六
合
」
は
、
静
岡
県
大
岡
校
五
年
女
子
、
宮
城
県
気
仙
沼
校
五
年
男

子
（
三
名
）
の
作
品
。

藤
田
東
湖
「
和
文
天
祥
正
氣
歌
」
の
一
節
。
天
皇
の
徳
の
風
（
御
稜
威
）
は
、

広
く
天
下
に
ゆ
き
わ
た
る
、
と
の
意
味
。「
八
紘
一
宇
」
に
連
絡
す
る
字
句
。

こ
の
他
、
三
作
品
ず
つ
が
掲
載
さ
れ
た
字
句
に
は
、「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」「
忠

臣
楠
木
正
成
」「
靖
國
神
社
参
拝
」「
不
自
由
を
常
と
思
へ
ば
不
足
な
し
」
が
あ
っ

た
。「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
は
、
戦
時
下
の
国
民
精
神
の
ス

ロ
ー

ガ
ン
。

敵
を
打
ち

砕
く
ま
で
は
戦
う
と
の
決
意
で
あ
り
、「
不
自
由
を
常
と
思
へ
ば
不
足
な
し
」
は
、

徳
川
家
康
の
遺
訓
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
言
葉
で
、
物
資
不
足
に
な
っ
て
き
た
戦

時
下
を
精
神
で
凌
ご
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
。
前
者
で
は
戦
う
こ
と
の
決
意
を
、

後
者
で
は
耐
乏
生
活
へ
の
忍
耐
を
養
う
こ
と
の
字
句
。

「
投

稿
・

書
方
」
四
一
一
作
品
の

内
、
戦
時
下
を

内
容
と
す
る
一
四
六
作
品
の

ほ
か
は
、
大
方
が
国
民
学
校
芸
能
科
習
字
で
学
年
配
当
さ
れ
た
字
句
で
あ
っ
た
。

六
作
品
以
上
の
字
句
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
秋
ば
れ
山
ご
え
」

（
二
年
生
・
六
作
品
）

「
ふ
で
す
み
ほ
ん
」

（
二
年
生
・
六
作
品
）

「
い
せ
ま
ゐ
り
」

（
二
年
生
・
七
作
品
）

「
夏
木
立
せ
み
取
り
」

（
三
年
生
・
六
作
品
）

「
出
入
口
竹
が
き
」

（
三
年
生
・
七
作
品
）

「
あ
し
原
み
づ
ほ
」

（
五
年
生
・
六
作
品
）

「
工
夫
力
作
完
成
」

（
五
年
生
・
六
作
品
）

「
仁
王
山
門
老
木
」

（
五
年
生
・
九
作
品
）

「
心
身
元
氣
快
活
」

（
五
年
生
・
一
〇
作
品
）

「
茶
の
湯
い
け
ば
花
禮
法
」
（
六
年
生
・
六
作
品
）

「
日
本
刀
大
和
魂
」

（
六
年
生
・
六
作
品
）

「
み
よ
し
野
や
さ
く
ら
の
中
の
山
ひ
と
つ
」（
六
年
生
・
六
作
品
）

「
映
畫
音
樂
放
送
」

（
六
年
生
・
一
一
作
品
）

「
見
張
舟
夕
立
雲
」

（
六
年
生
・
一
八
作
品
）

「
特
集
・
書
方
」

以
下
、
掲
載
順
に
「
第
一
特
集
」「
第
二
特
集
」
な
ど
と
し
た
。

第
一

特
集
「

奉
献
習
字
」
。
少
國
民
新
聞
社
が
、

鹿
島
神
宮
と

香
取
神
宮
に

奉
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献
す
る
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
を
課
題
と
す
る
習
字
を
募
集
。

「
奉
献
習
字
に
入
選
し
て
」（
四
月
二
十
一
日
・
水
、
第
二
〇
四
五
号
）
に
よ
れ

ば
、
四
月
十
日
に
香
取
神
宮
に
入
選
五
作
品
を
奉
献
。
そ
の
代
表
と
し
て
、
同
紙

面
に
、
栃
木
県
大
田
原
高
等
女
学
校
一
年
女
子
の
「
綴
方
」「
重
つ
て
来
た
喜
び
」

と
共
に
、「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
作
品
を
掲
載
し
た
。

「
私
達
の
奉
献
習
字
」（
四
月
二
十
九
日
・
木
、
第
二
〇
五
二
号
）
で
は
、
鹿
島

神
宮
に
は
五
月
八
日
に
奉
献
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
同
日
と
翌
日
に
、
鹿
島
神
宮

に
奉
献
す
る
五
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。

・
四
月
二
十
九
日
掲
載
（

�城
県
潮
来
校
六
年
男
子
、
山
梨
県
鰍
沢
校
三
年
男
子
、

北
海
道
新
得
校
五
年
女
子
）

・
四
月
三
十
日
掲
載
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
長
浦
校
三
年
男
子
、
、
秋
田
県
高
梨
校
五

年
男
子
）

第
二
特
集
「
作
品
の
学
校
特
集
」。
こ
の
特
集
に
つ
い
て
は
、「
図
画
」
の
検
討

で
触
れ
た
が
、
十
一
月
十
二
日
の
「
作
品
の
学
校
特
集
」
（
東
京
市
赤
坂
区
氷
川

校
）
で
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
次
の
三
作
品
。

「
青
田
に
鳴
く
蛙
」（
四
年
女
子
）

「
出
入
口
竹
が
き
」（
三
年
女
子
）

「
い
せ
ま
ゐ
り
」
（
二
年
女
子
）

第
三
特
集
「
戦
果
を
讃
へ
て
」
。
十
一
月
十
二
日
（
金
、
第
二
二
二
一
号
）
掲

載
の
「
戦
果
を
讃
へ
て
作
品
に
誓
ふ
固
い
決
意
」
に
、
次
の
よ
う
な
経
緯
が
あ

る
。

敵
戦
艦
の
主
力
を
粉
み
ぢ
ん
に
打
ち
く
だ
い
い
た
第
一
次
、
第
二
次
ブ
ー

ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
航
空
戦
の
大
戦
果
に
は
一
億
国
民
は
こ
の
上
な
い
感
激
に
ひ

た
り
ま
し
た
。
わ
け
て
も
、
明
日
の
日
本
を
背
負
ふ
少
国
民
の
感
銘
は
、
一

し
ほ
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
感
激
、
そ
の
喜
び
、
そ
し
て
そ
れ
に

お
こ
た
へ
す
る
固
い
誓
ひ
は
、
雄
々
し
い
作
品
と
な
つ
て
、
少
國
民
新
聞
の

編
集
部
に
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

こ
こ
で
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
次
の
三
作
品
。

「
海
空
協
力
輝
く
戦
果
」
（
東
京
都
誠
之
校
六
年
男
子
）

「
古
賀
司
令
長
官
萬
歳
」
（
同
前
六
年
男
子
）

「
大
戦
果
に
答
へ
ん
」
（
東
京
都
新
井
校
五
年
女
子
）

第
四
特
集
「
玉
砕
部
隊
の
霊
に
誓
ふ
」
。
十
二
月
二
十
二
日
（
水
、
第
二
二
五

五
号
）
に
、
次
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
。

ア
ッ
ツ
玉
砕
を
聞
い
て
か
ら
半
年
目
、
私
達
は
、
再
び
玉
砕
の
報
を
、
南

海
の
タ
ワ
ラ
、
マ
キ
ン
両
島
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
柴
崎
少
将
以
下
の
海
の
勇

士
達
は
、
ど
ん
な
に
く
や
し
か
つ
た
こ
と
で
せ
う
。
一
億
国
民
の
心
を
打
つ

た
悲
し
み
も
例
へ
や
う
の
な
い
も
の
で
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
悲
し
み
を
乗

り
越
え
げ
「
仇
は
必
ず
討
つ
」
決
心
は
国
民
の
胸
に
た
ぎ
り
た
つ
て
ゐ
ま
す
。

こ
の
決
意
を
お
友
達
の
綴
り
方
に
み
ま
せ
う
。

こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、「
綴
方
」
と
共
に
、
次
の
三
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。

・「
勝
ち
貫
く
ぞ
」
（
東
京
都
松
原
校
四
年
男
子
、
柴
崎
少
将
の
遺
児
）

・「
玉
砕
部
隊
に
つ
づ
く
」
（
東
京
都
日
比
谷
校
五
年
女
子
）

・「
嗚
呼
玉
砕
部
隊
」
（
同
前
五
年
男
子
）

以
上
、
昭
和
十
八
年
の
「
書
方
」
を
検
討
し
て
き
た
。

「
投

稿
・

書
方
」
四
一
一
作
品
の

内
、
戦

時
下
を

内
容
と
す
る
一
四
六
作
品
で

あ
り
、
掲
載
率
は
約
三
五
・
五
％
と
な
り
、
少
な
く
な
い
掲
載
と
な
っ
た
。

ま
た
、
「
特
集
」
で
も
、
「
作
品
の
学
校
特
集
」
の
ほ
か
は
、
「
戦

時
下
」

故
の

字
句
作
品
で
あ
り
、「
戦
時
下
」
が
児
童
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
た
。

「
戦

時
下
」
を

内
容
と
す
る
字

句
で
は
、
字

句
の

修
練
を

通
し
て

児
童
に

覚
悟

を
促
す
目
的
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

た
だ
、
戦
時
下
以
外
の
、
芸
能
科
習
字
教
科
の
学
年
配
当
の
字
句
に
よ
る
作
品

も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
も
、
一
方
の
「
戦
時
下
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

（
二
〇
二
一
・
一
一
・
三
〇
）

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
三
〇
）
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